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南部町告示第54号 

令和２年第４回南部町議会臨時会を次のとおり招集する。 

令和２年５月７日 

南部町長 陶 山 清 孝 

記 

１．期  日  令和２年５月12日 

２．場  所  南部町議会議場 

３．付議案件 

議案第39号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第40号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第41号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第42号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第43号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第44号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第45号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第46号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第47号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第48号 専決処分の承認を求めることについて 

議案第49号 令和２年度南部町一般会計補正予算（第２号） 

─────────────────────────────── 

○開会日に応招した議員 

加 藤   学君         荊 尾 芳 之君 

滝 山 克 己君         長 束 博 信君 

白 川 立 真君         三 鴨 義 文君 

仲 田 司 朗君         板 井   隆君 

景 山   浩君         細 田 元 教君 

井 田 章 雄君         亀 尾 共 三君 

真 壁 容 子君         秦   伊知郎君 

─────────────────────────────── 

○応招しなかった議員 
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な し 

─────────────────────────────── 
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─────────────────────────────────────────── 

令和２年 第４回（臨時）南 部 町 議 会 会 議 録（第１日） 

令和２年５月12日（火曜日） 

─────────────────────────────────────────── 

議事日程（第１号） 

令和２年５月12日 午後１時開会 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 議事日程の宣告 

日程第４ 報告第１号 令和元年度南部町繰越明許費繰越計算書について 

日程第５ 報告第２号 専決処分の報告について 

（南部町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について） 

日程第６ 議案第39号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町税条例等の一部改正について） 

日程第７ 議案第40号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町国民健康保険税条例の一部改正について） 

日程第８ 議案第41号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町一般会計補正予算（第７号）） 

日程第９ 議案第42号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）） 

日程第10 議案第43号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）） 

日程第11 議案第44号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）） 

日程第12 議案第45号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町国民健康保険条例の一部改正について） 

日程第13 議案第46号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について） 

日程第14 議案第47号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和２年度南部町一般会計補正予算（第１号）） 
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日程第15 議案第48号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）） 

日程第16 議案第49号 令和２年度南部町一般会計補正予算（第２号） 

（追加議案） 

日程第17 議案第50号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和２年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）） 

─────────────────────────────── 

本日の会議に付した事件 

日程第１ 会議録署名議員の指名 

日程第２ 会期の決定 

日程第３ 議事日程の宣告 

日程第４ 報告第１号 令和元年度南部町繰越明許費繰越計算書について 

日程第５ 報告第２号 専決処分の報告について 

（南部町固定資産評価審査委員会条例の一部改正について） 

日程第６ 議案第39号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町税条例等の一部改正について） 

日程第７ 議案第40号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町国民健康保険税条例の一部改正について） 

日程第８ 議案第41号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町一般会計補正予算（第７号）） 

日程第９ 議案第42号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）） 

日程第10 議案第43号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）） 

日程第11 議案第44号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）） 

日程第12 議案第45号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町国民健康保険条例の一部改正について） 

日程第13 議案第46号 専決処分の承認を求めることについて 

（南部町後期高齢者医療に関する条例の一部改正について） 
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日程第14 議案第47号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和２年度南部町一般会計補正予算（第１号）） 

日程第15 議案第48号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）） 

日程第16 議案第49号 令和２年度南部町一般会計補正予算（第２号） 

（追加議案） 

日程第17 議案第50号 専決処分の承認を求めることについて 

（令和２年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）） 

─────────────────────────────── 

出席議員（14名） 

１番 加 藤   学君     ２番 荊 尾 芳 之君 

３番 滝 山 克 己君     ４番 長 束 博 信君 

５番 白 川 立 真君     ６番 三 鴨 義 文君 

７番 仲 田 司 朗君     ８番 板 井   隆君 

９番 景 山   浩君     10番 細 田 元 教君 

11番 井 田 章 雄君     12番 亀 尾 共 三君 

13番 真 壁 容 子君     14番 秦   伊知郎君 

─────────────────────────────── 

欠席議員（なし） 

─────────────────────────────── 

欠  員（なし） 

─────────────────────────────── 

事務局出席職員職氏名 

局長 ----------------- 藤 原   宰君  書記 ----------------- 杉 谷 元 宏君 

─────────────────────────────── 

説明のため出席した者の職氏名 

町長 ----------------- 陶 山 清 孝君  副町長 --------------- 土 江 一 史君 

教育長 --------------- 福 田 範 史君  病院事業管理者 ------- 林 原 敏 夫君 

総務課長 ------------- 大 塚   壮君  総務課課長補佐 ------- 加 納 諭 史君 

企画政策課長 --------- 田 村   誠君  防災監 --------------- 田 中 光 弘君 
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税務課長 ------------- 三 輪 祐 子君  町民生活課長 --------- 芝 田 卓 巳君 

子育て支援課長 ------- 吾 郷 あきこ君  教育次長 ------------- 安 達 嘉 也君 

病院事務部長 --------- 山 口 俊 司君  健康福祉課長 --------- 糸 田 由 起君 

福祉事務所長 --------- 渡 邉 悦 朗君  建設課長 ------------- 田 子 勝 利君 

産業課長 ------------- 岡 田 光 政君 

─────────────────────────────── 

午後１時００分開会 

○議長（秦 伊知郎君） これより会議を開きます。 

 ただいまの出席議員数は１４名です。地方自治法第１１３条の規定による定足数に達しており

ますので、令和２年第４回南部町議会臨時会を開会いたします。 

 直ちに本日の会議を開きます。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１ 会議録署名議員の指名 

○議長（秦 伊知郎君） 会議録署名議員の指名を行います。 

 会議録署名議員は、会議規則第１２５条の規定により、次の２人を指名いたします。 

 ７番、仲田司朗君、８番、板井隆君。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第２ 会期の決定 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第２、会期の決定を議題といたします。 

 お諮りいたします。今期臨時会の会期は、本日１日間といたしたいと思います。これに御異議

ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、会期は、１日間と決定いたしました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第３ 議事日程の宣告 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第３、議事日程の宣告を行います。 

 本日の議事日程は、お手元に配付の日程表のとおりであります。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第４ 報告第１号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第４、報告第１号、令和元年度南部町繰越明許費繰越計算書につ



－7－ 

いてを議題といたします。 

 町長から報告を求めます。 

 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。報告第１号、令和元年度南部町繰越明許

費繰越計算書について。 

 地方自治法施行令第１４６条第２項の規定により、次のとおり令和元年度南部町繰越明許費繰

越計算書を議会に報告する。 

 この件につきましては、３月議会定例会におきまして繰越明許費設定の議決をいただいている

もの及び専決処分をしたものでございます。 

 次ページを御覧ください。繰越明許費繰越計算書（一般会計）につきましては、全２０事業と

なります。翌年度繰越額については１４億１，２０４万６，７７０円となります。中身について

はお読み取りをいただきたいと思います。 

 次に、次ページを御覧ください。公共下水道事業特別会計の繰越明許費の計算書でございます。

これにつきましては、翌年度繰越額につきましては３，０００万９，１００円となります。以上、

報告といたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 以上で報告第１号、令和元年度南部町繰越明許費繰越計算書について

の報告を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第５ 報告第２号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第５、報告第２号、専決処分の報告について（南部町固定資産評

価審査委員会条例の一部改正について）を議題といたします。 

 町長から報告を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。報告第２号、専決処分の報告についてでござ

います。 

 地方自治法第１８０条第１項の規定により南部町長の専決事項として指定された事項について、

次のとおり専決処分をしたので、同条第２項の規定により、これを議会に報告するものでござい

ます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１８０条第１項の規定により、南部町長

の専決事項として指定された事項のうち、行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法
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律の一部改正に伴い、当該法令の条項及び用語を引用する規定を整理するため、南部町固定資産

評価審査委員会条例の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。令和２年４月

２７日付でございます。 

 これは行政手続等における情報通信の技術の利用に関する法律の一部改正に伴いまして、引用

している法律名の改称及び条文の条ずれが起こりましたので、これに対応するものでございます。 

 改正条例の施行は、令和２年４月２７日といたしました。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） 以上で報告第２号、専決処分の報告について（南部町固定資産評価審

査委員会条例の一部改正について）を終わります。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第６ 議案第３９号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第６、議案第３９号、専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。それでは、議案書１ページでございます。議

案第３９号、専決処分の承認を求めることについて（南部町税条例等の一部改正について）で

す。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第３項の規定により、議

会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、南部町税

条例等の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。令和２年３月３１日付でご

ざいます。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、三輪祐子君。 

○税務課長（三輪 祐子君） 税務課長です。そうしますと、税条例の一部改正について御説明

をいたします。配付しております新旧対照表を使って御説明をいたしますので、御準備をお願

いします。 

 初めに、このたびの条例改正の主なものとしては、個人町民税については、全ての独り親家庭

の子供に対して公平な税制を実現する観点からの、未婚の独り親に対する税制上の措置と寡婦控
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除の見直し、それからもう一つは、空き地などの低未利用土地を譲渡した場合の長期譲渡所得に

係る課税特例の創設があります。 

 次に、固定資産税につきましては、登記名義人が死亡している場合における現所有者に、賦課

徴収に関して必要な事項を申告させることができる制度の創設、それから固定資産の使用者を所

有者とみなして課税することができる制度の拡大があります。 

 次に、たばこ税につきましては、軽量な葉巻たばこの課税方式の見直しがこのたびの条例改正

の主なものとなっております。 

 それでは、御準備いただいた新旧対照表によって説明をさせていただきます。なお、改正の中

には平成から令和への改元に伴うものや、上位法の改正による条ずれなどの改正もありますが、

こういった改正については説明を省かせていただきますので、御了解ください。 

 それでは、新旧対照表の１ページから説明いたしますので、１ページのほうをお開きください。

１ページ目の第２４条から、はぐっていただいて３ページ目のちょっと下のほうになりますが、

第３６条の３の３までは先ほど初めに主な改正で説明をいたしました個人町民税における未婚の

独り親に対する税制上の措置と寡婦控除の見直し関係の条例改正でございます。婚姻歴のあり、

なしや、これまで男性、女性について取扱いが違っていたものを性別に関係なく生計を一にする

子がある独り親について新たに設ける独り親控除、これは控除額が３０万円になりますが、この

控除が適用されます。 

 と同時に、これまで女性の寡婦については所得制限がございませんでしたが、女性については

男性の場合と同じ所得の制限が設けられます。これは合計所得金額が５００万円以下となります。

ただし、これまで子供さん以外の扶養親族や扶養親族がない女性の寡婦に適用されていた控除は

所得制限が設けられますが、引き続き控除のほうが２６万円継続されます。この改正に伴って、

第２４条と第３４条の２では、条文に女性の寡婦、または男性の寡夫としていたものを、男性の

寡夫を対象から除いて独り親を対象に追加するものです。 

 それから、３ページ目の第３６条の３の２と第３６条の３の３では、給与所得者、公的年金等

受給者が単身児童扶養者に該当する場合に、そのことの記載を不要とする改正となっております。

第２４条から第３６条の３の３までは令和３年１月１日から施行されて、令和３年度の個人町民

税から適用となります。 

 続きまして、４ページ目の第５４条と、はぐっていただきまして８ページ目の第７４条の３と、

８ページの次の９ページ目の第７５条、それから２ページ飛んでいただきまして、１１ページの

第１３１条の第６項の改正は、先ほど固定資産税のほうで説明いたしました所有者不明の土地等
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に係る固定資産税の課税上の課題に対応するための固定資産税の関係の条例改正となります。 

 初めに戻っていただきまして、４ページ目の第５４条ですが、こちらについては戸籍、住民票

などの調査をしてもなお固定資産の所有者が明らかとならない場合、その場合には事前にその固

定資産の使用者に通知をした上で、使用者、その固定資産を使われている方を所有者とみなして

固定資産税を課税することができることを新たに５４条のほうで設けております。それ以外の第

５４条第５項に規定を新たに設けておりまして、５４条のその他の項と１１ページ目の第１３１

条では、この新たな規定を設けたことによる条文の整備をしております。この５４条の改正につ

きましては、令和３年度分以後の固定資産税について適用となります。 

 次に、８ページ目の第７４条の３では、こちらは登記簿上の所有者が死亡されて相続登記がさ

れるまでの間に、現所有者、これは相続人の方などに主になりますが、その方に対して氏名や住

所を申告させることを新たに制度化したものです。併せて、次の第７５条において、その申告を

されなかった場合の罰則を整備しております。第７４条の３と第７５条については、令和２年４

月１日以後に現所有者であることを知った方からについての適用となります。 

 続きまして、はぐっていただいて９ページ目をお開きください。９ページ目の中ほどの第９４

条と、少しちょっとページが飛びますが、３７ページ目の改正分の２条関係になりますが、こち

らの第９４条、３７ページの一番下のほうに第９４条がありますが、こちらの２つの条文が先ほ

ど最初に説明をいたしました軽量な葉巻たばこの課税方式の見直しとなっております。紙巻きた

ばこと比較して、重量比例課税が適用されて税の負担が低く抑えられている１本当たり１グラム

未満の軽量な葉巻たばこについて経過措置を設けて、段階的に本数課税方式へ見直しがされてお

ります。 

 戻っていただいて、９ページの第９４条では経過措置の条文が設けてあります。経過措置では、

令和２年１０月１日から令和３年９月３０日までの１年間を経過措置として、０．７グラム未満

の葉巻たばこ１本を０．７本の紙巻きたばことみなして課税をするようになっております。 

 そして、３７ページのほうでは、改正後の条文ですが、令和３年１０月１日からは経過措置後

の１本当たり１グラム未満の葉巻たばこを紙巻きたばこ１本として課税することとする改正とな

っております。 

 続きまして、１０ページ目です。中ほどの第９６条ですが、こちらはたばこ税の課税免除とい

うことで、たばこ税の課税免除の適用に際しての手続の簡素化の条文を整備しております。 

 続きまして、１２ページをお開きください。１２ページの附則の第３条の２とその下の第４条

については、延滞金の割合の引下げについての改正となっております。市中金利の実勢を踏まえ
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ての引下げとなっております。 

 内容については、納税の猶予や法人町民税の納期限の延長についての延滞金は引下げをするこ

ととなる改正となっております。ですが、法定納期限を過ぎて納付をされなかった納税者の方へ

かける延滞金については現行どおりの税率となっております。延滞金の割合の特例の改正ですが、

第３条の２第１項においては、延滞金の割合の特例を適用する場合の延滞金の割合の名称を延滞

金特例基準割合に改めるものとなっております。 

 続いて、その下の第３条の２第２項と第４条は、法人町民税の納期限の延長をした場合の延滞

金については、平均貸付割合に０．５％を加算した割合にする改正となっております。事実上の

引下げとなります。第３条の２と第４条については、令和３年１月１日からの施行となります。 

 続きまして、１４ページをお開きください。１４ページの下のほうの段になりますが、第８条

です。こちらのほうは個人町民税における肉用牛の売却による事業所得に係る課税特例の適用期

限を３年延長するための改正でございます。 

 次に、ページをちょっと飛んでいただきますが、２２ページとなります。お開きください。附

則のところですが、第１７条です。一番上の長期譲渡所得に係る個人の町民税の課税の特例につ

いてです。こちらは先ほどちょっと最初に説明をいたしました低未利用土地の関係の改正になり

ます。 

 内容については、都市計画区域内にある低未利用土地、いわゆる空き地などですが、こういっ

たものを個人が所有期間５年を超えるものを５００万円以下で譲渡した場合に、長期譲渡所得か

ら１００万円を控除できる特例を新たに追加したものとなっております。 

 次に、そのすぐ下ですが、第１７条の２です。こちらのほうは個人町民税の優良住宅地の造成

などのために所有期間が５年を超える土地を譲渡した場合の長期譲渡所得の課税特例の適用期限

を３年延長する改正となっております。 

 続きまして、はぐっていただいて２５ページです。こちらは改正分の第２条のほうの関係の新

旧対照表になりますが、こちらの２５ページの第１９条から３６ページの第５２条、それから３

８ページの附則第３条の２につきましては、国のほう、国税における法人税の連結納税制度の見

直しによって、法人町民税においても関連する条文の規定を整備するものとなっております。こ

ちらのほうは令和４年４月１日からの施行となっております。 

 次に、３９ページのほうに移らせていただきます。３９ページの上段の第３条、右側のほうの

旧の条文を見ていただきますと、第２４条第１項第２号中、かぎ括弧で「「又は寡夫」を「、寡

夫又は単身児童扶養者」に改める。」、この条文を削除する改正となっております。これは平成



－12－ 

３１年に条例改正をしましたが、そのときに子供の貧困に対応するため、婚姻によらないで生ま

れた子がある独り親に対する措置として、第２４条の個人町民税の非課税範囲に単身児童扶養者

を追加した規定を設けたものですが、先ほど独り親の規定が新たに設けられることになりました、

そのことによってこのたびこの条文を削除をするものです。 

 以下、次のページから最終のページまでは、最初に御説明をいたしましたが、平成から令和へ

の改元に伴うものなど、上位法の改正による条ずれなどの改正になりますので、説明は省略をさ

せていただきます。 

 以上、御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） ちょっと２点教えてください。 

 第３９号の要は２４条からですが、今まで独り親、男女と分けられとったらしいが、ここで１

本にしたと。それによって女性の場合が、所得制限がかかってきたと。それに対して南部町では

そのような影響があるのかどうか。 

 それと、もう一点が、これ５ページですか、固定資産の所有者が、所在が不明で使用者に税金

をかけるということですが、町にもそのような該当があるのかどうかだけ。あるならば何筆ぐら

いあって云々、また、最初の独り親に関してもどのような影響があるのかちょっと教えて、分か

れば教えていただきたい。 

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、三輪祐子君。 

○税務課長（三輪 祐子君） 税務課長です。細田議員の御質問ですが、初めに独り親の女性の

所得制限が設けられたことによる影響ですが、こちらのほうはちょっとまだはっきり調べてお

りませんので、また調べてどこかで答えさせていただければと思います。 

 それから、固定資産を使用者に対して課税をするというところですが、今、税務課で把握して

いるものにつきましては１件ございます。ただ、これから調べていくと該当するものもあるかも

しれませんので、そのときには使用者の方に御説明をして課税をさせていただくようにしたいと

考えております。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 質問したい内容は、先ほどの２４条に出てきた、独り親として

未婚の女性も含んでいくということで、そのことについては、控除の対象が広がるということ
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は悪いことじゃないと思うんですけども、先ほどは、所得制限ですよね、所得制限をかけてく

ることの考え方について国はどんなふうに言ってるわけでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、三輪祐子君。 

○税務課長（三輪 祐子君） 税務課長でございます。これまでも男性の独り親については所得

制限がありましたので、今回、どの独り親に対しても平等になるようにということで、女性に

ついても所得制限が設けられたということで私のほうは把握をしておりますが、その深いとこ

ろですね、どうしてそういうのを設けたというのはちょっと、勉強不足で申し訳ありませんが、

お答えがちょっとはっきりとはできませんので申し訳ありません。 

○議長（秦 伊知郎君） 真壁議員、よろしいですか。 

 ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第３９号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第３９号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第７ 議案第４０号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第７、議案第４０号、専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書の１６ページでございます。議案第４

０号、専決処分の承認を求めることについて（南部町国民健康保険税条例の一部改正について）

です。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第３項の規定により、議

会に報告して承認を求めるものでございます。 
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 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、南部町国

民健康保険税条例の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。令和２年３月３

１日付でございます。 

 詳細につきましては、担当課長から御説明させていただきますので、よろしくお願いいたしま

す。 

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、三輪祐子君。 

○税務課長（三輪 祐子君） 税務課長です。そうしましたら、国民健康保険税条例の一部改正

について御説明をいたしますので、先ほど説明に使いました新旧対照表のほうの５４ページを

お開きください。 

 初めに、新旧対照表５４ページの第２条ですが、こちらは課税限度額が改正となっております。

基礎課税額に係る医療分の課税限度額の引上げについて現行６１万円から改正後６３万円に、介

護納付金課税額は現行１６万円から改正後１７万円にそれぞれ引上げがされます。 

 続きまして、その下の第２３条です。こちらのほうは保険税の軽減措置の拡充ための改正とな

っております。 

 第２３条第１項第２号は、５割軽減の改正となります。こちらは被保険者の数に乗ずべき金額

を、現行２８万円から２８万５，０００円に引上げとなります。 

 続きまして、第２３条第１項第３号は２割軽減改正となっております。被保険者の数に乗ずべ

き金額を、現行５１万円から５２万円に引上げとなっております。 

 その下の附則につきましては、先ほど税条例の改正で説明をしました低未利用土地等の譲渡を

した場合の長期譲渡所得に係る課税の特例が設けられたため、条文を整備しております。これら

の改正は令和２年４月１日から施行し、令和２年度以後の国民健康保険税について適用されます。 

 以上が改正の内容となります。御審議のほど、よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 先ほどの国保税条例の一部を改正する条例、説明受けました。

この中で、２条、３条で、いわゆる医療分、介護保険分の限度額が上がってくるというところ

でお聞きいたします。 

 今回、６１万から６３万に改める、それから介護納付金も上がってくるんですけども、この限

度額を払ってる該当世帯というのは何件あるんでしょうか。これは一番最近では、まだ今年、令

和２年度が分からないというのであれば前年度でも結構です。 
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 それと同時に、この該当世帯が何世帯で、この該当世帯の中で、世帯所得になりますから、一

番所得の低い金額は幾らか。参考までにその金額を示してくれるか、世帯が何人かというの教え

てもらったらありがたいですけど、いかがでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 税務課長、三輪祐子君。 

○税務課長（三輪 祐子君） 税務課長でございます。課税限度額の引上げの該当世帯というこ

とですが、初めに医療分のほうにつきましては該当世帯が４世帯あります。これはまだ、令和

２年度はこれから課税になりますので分かりませんので、令和元年度のベースで答えさせてい

ただきます。医療分については４世帯、先ほど御説明しましたが、一番低いとこでいいですか。

（「はい」と呼ぶ者あり）一番低い世帯では８５０万所得があります。こちらの世帯は５人世

帯の方がおられます。介護分につきましては、該当世帯が１２世帯ございます。一番低い所得

の世帯ですが、５１０万円の所得となっております。家族の方については４人世帯となってお

ります。以上でよろしいでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 町長にお聞きします。 

 その前にごめんなさい、今回、介護保険の税条例の改正では、こういうふうに限度額と、あと

は法定減免の基準の引上げが出てきて、今回、国保税については、令和２年度、税率を変えない

という理解でいいのかということです。（「運協やっていない」と呼ぶ者あり）まだ運協やって

いない。では、６月議会に出てくるわけですか。その見通しを聞きたいんですよ。 

 例えば昨日でしたっけ、日本海新聞じゃなかったな、全国で今、国保税がどんどん令和２年度

出てきてて、全国で引上げ率の高い中に鳥取県の倉吉市と、もう一つどっかで琴浦町が入ったん

ですよ。驚いたんですけども、自治体の三十数％が引上げをしていくという事態ですよね。県一

本化になって示されてきた。どことも本当に国保大変だなと思うんですけども、この見通しとい

うのはどんなふうに考えていくわけですか。今の時期の、先ほど細田議員は、全協の中で税と公

共料金について一番深刻なんだと言ったんですけれども、この事態の国保税をどう考えているの

かというのをお聞きしたいんですよ。 

 それで、町長にお聞きしたいのは、先ほど課長がおっしゃってくれた最高限度額を払っていく

６３万プラス介護納付金を含めたら８万近い金額になってくるのかな、お払いするのがね。それ

が一番低い世帯で、５人家族で８５０万、１割近く超えてくるわけですよね。１割ならいいほう

ですよね。結果とすれば、町長がおっしゃりたいのは、所得がある人にたくさん払ってもらうん

だということになるんですけども、これはやはり国保税の引上げなってつながってくるわけです
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よね。限度を超えてるというふうに私たちは思うのですが、町長、その点についても含めてお伺

いしたい、この税率をどうするのかという点ですね。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長です。国保税につきましては、これから国保運営協議会を開いて

御相談をしていかなくちゃいけない段階で、まだ議会の前でお示しする段階にございません。

しかし、今言われましたように、非常に国保の中で財源が、基金もありませんので、厳しい状

態であることは間違いありません。さらに、鳥取県がっていう先ほどの声にお応えすれば、い

わゆるこれまで各市町村がやってた税源の構成が、４点の構成の中から３点に、さらには国の

ほうは２点にということを言っているわけです。そうしますと、その税の配分というんですか、

どの方から取るのかというのが、今まで各まちの中で長い間、お金を少しお持ちの方からは頂

いて、お持ちでない方からは少し緩くというようなところが根本から少し変わってくるという

こともあります。町長としましては、長い間のそういう構図、構成を変えるのにもう少し時間

が欲しいということで、４方式から３方式の転換というのを少し悩んでるところですけど、周

りの市町村が着々とそういう方向で進んでいきます。したがって、その方向全体を見定める時

間はあまりないと思っています。今回はそこまでの時間、猶予がないということから、現状の

中での対応を考えてるところですけれども、財源的に非常に厳しいところがあるということだ

けは御理解いただきたいと思います。また６月議会の中で御提案したいと思っています。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） その先ほどの人数を見ての４世帯で一番低いところが８５０万、

５人世帯で最高限度額を払うの、これ負担増じゃないですかってこと聞いたので、それをちょ

っとお答えくださいね。 

 町長、私が聞いたのは、４方式を何方式にするかって聞いたんと違うんですよ。恐らく町長が

言いたいのは、上がったところは税の取り方変えたから上がったんじゃないかというんですけど

も、それはちょっと置いといて、４方式だろうが３方式だろうが負担どうするかという問題やと

思うんですよ。要は、このままほっといたら、今の話聞いとったら、どうするか分からないとい

うんだけども、確実に都道府県方式になってきたら、納付金が幾ら来るか分かりませんが、今の

ままでどうなのかって不安がありますよね。だから町長も言えないと思うんですけども、この時

期に例えば今、一方はコロナ対策で９，０００万に何使ってもいいと言ってるのが、どういうふ

うにして支援しようかって言ってるときに、国保を、仕方がないから４方式をちょっと待ってた

けどもお金どうしようか、足らんかったら上げようかなというつもりでおるわけですか。今、ほ
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かの議員も税を何とかしなさいって、こう言ってるわけですよね。全国的に、新聞によく目を通

されてると思いますが、全国でも水道料金はじめ、各税金の免除等出てきよるわけですよ。この

時期に、もう６月議会待っとってください、この６月議会の前に言っとくんですよ。この時期に

上げるのはけしからん。その点について肝に銘じて対応なさいますか。どうですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。この時期にけしからんというお声があることも理

解しますけれども、しかし、そうやってずるずるとずらしていくのもいかがなものかと思いま

す。制度は制度として持ちながら、非常にお困りの方に対しては減免措置を取るというのが正

当な方向ではないかなと、こう思っています。全部に網をかけて、今はこういうところだから

少し緩めるべきだという御意見があることも分かりますけれども、それであっては次のステッ

プに行くときにあまりにも皆さんの痛みが大き過ぎるというふうに思っています。現状の中で

しか今は申し上げられませんけども、現状と申しましたのは、先ほど出口が、これから第２波、

第３波というものが来るかもしれませんし、その中でどんなことが起きるのか分かりません。

しかし、今、現状の中からすれば、今は上げるべきところは上げて、お困りの世帯のところに

はその減免措置をきちんと手当てして生活を守っていく、こういう方法が正しいのではないか

と、こう思っています。 

○議長（秦 伊知郎君） ３回済みました。（「３回。２回じゃない」「２回」と呼ぶ者あり）

３回ですよ。 

 ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

 原案に反対ですね。 

 １２番、亀尾共三君。 

○議員（12番 亀尾 共三君） １２番、亀尾共三でございます。議案第４０号、いわゆる専決

処分承認を求めるか。内容は、国保税条例の一部改正です。 

 内容からいいますと、その全額、全員に上がるということにはなかなか理解しにくいと思うん

ですけども、ただ、最高限度額が国保では今まで６１万円だったのがプラス２万円で６３万円に

なる、介護分については今まで１６万円だったのが１７万円になるということになるわけなんで

すが、私は今までずっとこれまで議会で、国保税の全般、国保税率そのものもそうなんですが、



－18－ 

最高限度額についても負担をかけることについてはやめるべきだと。 

 理由は何かといいますと、今、景気がどんどん上がってるときならいいですが、バブルとかそ

ういうときで上がってるときならいいんだけれども、普通のときでもなかなか上がるのは難しく、

むしろ下がってるような状況であり、ましてや今般の情勢でいいますとコロナのことですね、大

変生活に困窮されているわけです。そういう中からいいますと、やはり負担増を求めることにつ

いては反対するものであります。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 次に、原案に賛成者の諸君の発言を許します。 

 １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） 議案第４０号については賛成の立場から討論させていただきま

す。 

 今、亀尾議員が言われましたように、第２条の２項、４項については、要は高額所得者につい

ては、それ応分の負担していただきましょうと。その下の第２３条及び２項、３項は、５割軽減、

２割軽減の拡充がされる条文でして、低所得者に対しては恩恵のある条文がついております。私、

これには反対するべきじゃなしに賛成したほうがよかろうじゃないかと思っております。 

 今、最初、質疑にありました、真壁議員が言われましたこの国保税の問題、今度、運協等にか

かると思いますが、確かに税金の中で一番高いの国保税なんですが、そこでいかにこれをコロナ

対策等で、これが連動できることを期待いたしまして、その方々がこういうことでも、一時的で

も恩恵ができることをお願いしたいと。本則は変えないという、町長が言われましたが、本則は

そのままでいいですけども、こういう時期だからこそこれができることを考えていただきたいこ

とを要望いたしまして、この議案第４０号については賛成いたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 反対ですね。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） お考えいただきたいのは、国保税で町長も一致してきましたよ

うに、知事会も構造的矛盾があるって言ってるわけですよ。 

 非常に直接的な例で申し訳ないですけども、先ほど言った８５０万の方が、５人家族で８５０

万の方を公務員で当ててみてくださいよ。８５０万の所得のある方が今、一体幾ら保険料払って

るんですか。倍近くなってくるんです、国保税が。そこをお考えいただきたいんですよ。町民の

皆さんもそこを言ってるわけですよね。だから仕方がないので負担してもらおうじゃなくて、構

造的な欠陥があるのは国にまず求めていくのと同時に、町はどうするのかというところを考えた

ら、これはこのままでいいわけがないというふうにお考えになるのが、私は町の立場ではないか
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と思うんですよ。そういう意味でいえば、ぜひともそこを検討して、先ほど細田議員も言われま

したし、亀尾議員も反対の声出したんです。 

 この税の問題については、特に高い国保税、これ引き上げることをやめるべきの、最大限の努

力を取っていただきたい。願わくは、国保税については何にでも使える特例交付金が来るという

のであれば、それ使えるんですから、それも一つの方法だということをお考えいただきたいとい

うことを指摘して反対いたします。 

○議長（秦 伊知郎君） これをもって討論を終結いたします。 

 これより、議案第４０号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 賛成、反対御意見ございましたので、起立によって決したいと思います。 

 議案第４０号は、原案どおり決することに賛成の諸君の起立を求めます。 

〔賛成者起立〕 

○議長（秦 伊知郎君） 起立多数です。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第８ 議案第４１号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第８、議案第４１号、専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書は１９ページでございます。議案第４

１号、専決処分の承認を求めることについて（令和元年度南部町一般会計補正予算（第７号））

でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和元年

度南部町一般会計補正予算（第７号）について、次のとおり専決処分をする。令和２年３月３１

日付でございます。 

 詳細につきましては、総務課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いしま

す。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。 
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------------------------------------------------------------ 

 議案第４１号 

令和元年度南部町一般会計補正予算（第７号） 

 令和元年度南部町の一般会計補正予算（第７号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ１１３，６４７千円を減額し、歳入歳出予算

の総額を歳入歳出それぞれ７，９９２，０２７千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

 （繰越明許費の補正） 

第２条 繰越明許費の追加は、「第２表 繰越明許費補正」による。 

 （地方債の補正） 

第３条 地方債の変更は、「第３表 地方債補正」による。 

   令和２年３月３１日            専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

------------------------------------------------------------ 

 そういたしますと、４ページを御覧ください。第２表、繰越明許費補正でございます。１、追

加といたしまして、２款総務費、１項総務管理費、老朽危険家屋等対策事業３０万円。５款農林

水産業費、１項農業費、バンガロー管理事業１１３万４，０００円。同じく緑水園管理事業２２

７万８，０００円。同じく２項林業費、広域基幹林道事業１，０５０万円。合計１，４２１万２，

０００円となります。 

 ５ページを御覧ください。第３表、地方債補正でございます。１、変更です。起債の目的、複

合施設整備事業（拠点整備分）（複合施設整備事業債）です。限度額を６億３，１３０万円に。

道路整備事業（公共事業等債）は、限度額を４，１７０万円。町道赤谷線改良事業（辺地事業債）

は、限度額を３５０万円にそれぞれ変更するものでございます。起債の方法、利率、償還の方法

は、従前どおり変更がございません。 

 続いて、歳出から御説明いたします。１０ページをお願いします。主なものを御説明をいたし

ます。２款総務費、１項総務管理費、８目基金管理費です。１，８２５万２，０００円増額し、

７，２８３万９，０００円とするものです。これにつきましてはがんばれふるさと寄付金の増加

による積立金の増となります。 

 ９目企画費でございます。１７０万２，０００円減額し、３億９，８３７万９，０００円とす
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るものでございます。これは鳥取県西部地域企業立地促進事業の申請額の減及び各事業の実績に

伴う減額となります。 

 １３目諸費です。４，６４７万円減額し、４，０２６万６，０００円とするものです。これに

つきましてはプレミアム付商品券の発行事業の実績による減額となります。 

 １１ページを御覧ください。３款民生費、１項社会福祉費、４目高齢者福祉費は１８０万５，

０００円減額し、２億３，１１６万６，０００円。７目少子化対策費は２８０万円減額し、２，

５０８万５，０００円とするものです。これは介護保険対策事業及び三世代同居支援事業それぞ

れの実績による減となります。 

 ２項児童福祉費、５目保育園費、１７３万２，０００円減額し、４億７，２９４万８，０００

円とするものです。これは人件費の実績による減額となります。 

 ７目子育て支援費、１０万８，０００円増額し、４，３７５万８，０００円とするものです。

これは新型コロナウイルス感染症対策での学校休校に伴う放課後児童クラブを実施するＪＯＣＡ

への委託料の増額となります。 

 ３項生活保護費、２目扶助費です。２，６００万円減額し、６，４００万円とするものです。

これは生活保護扶助費の実績による減額となります。 

 ４款衛生費、２項環境費、２目環境対策費は３４２万２，０００円減額し、３７６万６，００

０円とするものです。これは自然エネルギー等活用促進事業の補助実績による減額となります。 

 １２ページをお願いします。５款農林水産業費、１項農業費、５目農業振興費は１，１１２万

３，０００円減額し、１億２，９２０万９，０００円。８目畜産業費は６４２万６，０００円減

額し、２４２万円。９目農地費は３３万円減額し、３，４１１万１，０００円とするものです。

これは各事業の実績による減額となります。 

 ２項林業費、２目林業振興費は３２７万８，０００円減額し、４，５５１万７，０００円とす

るものです。これについても事業実績の減となります。 

 １３ページを御覧ください。７款土木費、２項道路橋梁費、２目道路新設改良費は７３０万円

減額し、１億２，４０５万１，０００円とするものです。これにつきましても事業実績による減

額となります。 

 ４項住宅費、２目住宅整備費は９４４万６，０００円減額し、６３７万円とするものです。こ

れにつきましてはアスベスト撤去支援事業の実績による減額となります。 

 ９款教育費、５項保健体育費、３目学校給食費は７６９万３，０００円減額し、１億２，１６

０万４，０００円とします。これは新型コロナウイルスの学校休業による学校給食の賄い材料費
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の減額ということになります。 

 続いて、歳入を御説明いたします。７ページを御覧ください。主なものを説明いたします。１

０款１項１目地方交付税でございます。９，７７６万７，０００円増額し、３２億７，８０４万

５，０００円となります。これは特別交付税の確定によるものでございます。 

 １２款２項５目教育費負担金は７７４万８，０００円減額し、４，５５１万７，０００円とな

ります。これは学校給食費負担金の減額となります。 

 １４款１項１目民生費国庫負担金は１，５４４万６，０００円減額し、４億３，１２６万２，

０００円となります。これは生活保護費負担金でございます。 

 同じく２項１目総務費国庫補助金、１，７７８万７，０００円減額し、５億４，３５７万７，

０００円。２目民生費国庫補助金は５０５万２，０００円増額し、３，６５３万９，０００円。

４目土木費国庫補助金は４７２万２，０００円減額し、６，２７５万５，０００円となります。

それぞれ実績によるものでございます。 

 ８ページを御覧ください。１５款２項４目農林水産業費県補助金は１，７８６万６，０００円

減額し、１億４，２９２万４，０００円となります。これは農業費補助金と林業費補助金の実績

による減額となります。 

 １７款１項２目がんばれふるさと寄付金は１，０９１万８，０００円増額し、６，７９１万８，

０００円となります。これにつきましてはふるさと寄付金が増えたためのものでございます。 

 １８款２項１目財政調整基金繰入金は９，２３０万円を減額し、ゼロ。 

 ２目減債基金繰入金は３，６００万円減額し、２億８，２２０万円とするものでございます。 

 １５ページを御覧ください。地方債の前々年度末における現在高並びに前年度末及び当該年度

末における現在高の見込みに関する調書でございます。普通債、災害復旧債、臨時財政対策債を

合わせました当該年度末現在高見込額は、６７億９６８万１，０００円となります。 

 以上、御審議よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 議案の４１号は、令和元年度の一般会計の補正予算です。全員

協議会等で説明も聞き、先ほども聞きました。 

 この中で私が町長に質問したいのは、プレミアム付商品券の発行事業が総額７，０９３万予定

しとったところを、補正額が４，６４７万、約３分の２の減額補正に上がってきているという現

状をどう見るかという点です。 
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 説明資料見ますと、実績の見込額が１，９２３万で、予算が６，５００万円あったところから

引くと４，５７７万で、負担金補助及び交付金ですね、この事業が４，５７７万の減になった。

この実績は数字の予算額から見たら２９．５８％という数が出てきました。先ほど全協で説明を

受けた申請者の引換券発行からよりも少ないということになってくるわけですよね。これ確かに

そうだなと思って私も、全額がみんな２万５，０００円の買ったわけでもないし、思ってる以上

に成果が上がっていないという段階ですが、町長はこの政策が、消費税が導入されるに当たって

景気対策として低所得者対策だというふうに出されました。これが国会や地方議会でも導入され

るときに全国的に起こった議論が、これが本当に役に立つのかと、実際に使う見込みがあるのか

というところでした。これを検証するというのが、担当課も言ってきたことです。私は、地方自

治体のすべきことは、この検証ですね、どれだけの実際の利用があって、なぜできなかったかと

いうことをしっかりと国に上げんといけないというふうに思っています。その中で、特に町長は

これをどういうふうに見て、国に声を上げるわけですよね、どうだったかというの上げんといけ

んと、どういうふうに考えてるかということを聞きたいと思います。 

 その中で、特に今、コロナの問題で、世界中でいろんな施策をしてるときに、救済策ですね、

支援策は分断では駄目だという意見が世界中に広がってきています。保障していくときは分断で

はなくて全てに行うのだという点ですよね。もしそれが高額所得者とか、そこには、高額な人に

はする必要がないというのであれば、後で精算して税とかで取っていけばいいんだと、これが世

界の流れになってきてるということを考えたときに、このプレミアム商品券も低所得者に限定を

したというところが一つの大きな課題になるのではないかと思うんです。今後、起こったときに

このような施策はするけれども、低所得者手を挙げて自分で言ってきなさいよというやり方が適

切ではなかったのではないかというふうに声を挙げていくべきではないかと思うのですが、町長

はこの点についてどのように総括してて、国に意見を上げようとしてるのですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長です。プレミアム商品券の人気が非常に悪かったということは私

も承知してるところでございます。消費税の増税の経済の低迷を救うという鳴り物入りの割に

は効果がなかったというのは、これは西村大臣も認めておられるところだと思っています。申

請手続の面倒さ、先ほども課長のほうが申しましたが、申請の面倒さ、それから２万５，００

０円の、プレミアムが５，０００円がついたものとはいえども、２万円を用意しなくちゃいけ

ないというところの購入費用負担感っていったところに問題があったんではないかという具合

に私は思っています。ただ、もう少しこれが例えばコロナの、今回の場合の経済の立て直しだ
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とかといったときに、先ほど議員もおっしゃいましたように、低所得者だとか困った方という

ポイントを抑えるんじゃなくて、全町民に、一緒になって未来を見て、町内でしっかり買物し

ましょうよといったところの効果では、もしそういうことが起これば、これはプレミアム商品

券としての効果はあるのかもしれないなと私は思ってるところです。一概にこのプレミアム商

品券のやり方というんですか、全面的に否定するわけではなくて、今回のこの増税に対するプ

レミアム商品券の課題、問題は問題として捉えながら、これから先々の、先ほどおっしゃられ

たコロナ対策としてのこういう商品券というのは地域の活力を盛り上げる一つの起爆剤になり

得るんではないかなとは思っているところでございます。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 確かに政府もこれ評判よくなかったって見てるんやったら、私

たちは手続の煩雑さと同時に、町長が２番目におっしゃったこの２万５，０００円の買うとき

に２万円を予定しないといけないことが負担になったというこの現実ですよね。日常生活して

て年金なり給料が入ってて、５，０００円得するから２万円を負担することにちゅうちょする

というこの生活状況を私たちがどう把握するかだと思うんですよね。 

 ここにやってきたそもそものこのときの理由は、１０月の消費税増税ですよ。もう低所得者だ

ろうが誰だろうが一律にするもんだから低所得者を救済しましょうと言ったけど、評判が悪かっ

た。ということは、国や自治体が思ってる以上に２万円の負担することが困難な世帯が多いんだ

ということを私たちは見ないといけないんじゃないかと思うんですよ。これが困窮さを救う策に

ならなかったという点ですよね、そこを見んといけんと思うんです。 

 それと同時に、分断することがいかにいけないかということ。使いにくいって課長もおっしゃ

ってた声聞いたって言ってましたよね。使いにくいような状況に陥るような政策をよしとしてす

る国のことを唯々諾々としている首長の姿勢も改めていかんといけんと私は思っているんです。

しっかりと声を出してこれを改めていかんといけんということと、今後町長はどのような策を取

るときもやはりこの所得制限というのはなしにやるほうがいいということだということに私は聞

いたんですけども、それはあり得るのではないかというお考えはお持ちだということなんですね。 

 それと、国に対して私は言っていったらどうですかというの、それはもう言いませんか。西村

大臣が言ったのでもう言いませんか。私は言うべきやと思いますよ。町のお金でこの費用が何ぼ

かかってますか。５００万かかってる。そういうお金までかけて、賃金もかけて、役務費等もか

けてやったことが実際こうだったという点については、首長こそが声を上げないといけないんじ

ゃないですかと思うんですが、どうでしょうか。 
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○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長です。申し上げるような機会があればですけども、なかなかそう

いう、今、コロナの騒ぎの中で、消費税増税のこの問題を今蒸し返してということにはならな

いだろうと思ってます。現実に西村大臣自体があんまり効果はなかったという具合に、大臣の

お口の言葉の中から出てますので、そう思っておられると思います。全体に押しなべて分断し

ない、差別しないということをおっしゃいましたけれども、仮にこのコロナ対策としてこうい

う手法を取るということは、僕はあるんじゃないかと思ってます。今回、非常に宿泊施設や飲

食の関係に大きなダメージを町内でももう持っておられますので、町民挙げてみんなで町内の

元気にしようやという動きの中で、私はプレミアム商品券等は可能性はあるんじゃないかなと

思っています。そういうことも含めてまた次回の臨時議会なり定例議会で提案をし、皆様の議

論をしたいと思ってるとこです。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに。 

 ９番、景山浩君。 

○議員（９番 景山  浩君） ９番、景山です。１点質問させていただきます。 

 事業説明資料の８ページなんですけども、複合施設、ＰＣＢを含んだものが出てきてというこ

とで新たにその処分をしないといけないということで、組替え予算、予算の流用でということな

んですが、普通、何か買うことやめましたとか、何か余っとってお金があったんでそれを持って

きましたということはよくあるんですけども、この工事請負費を同額へずったというところは、

これ何をやめてとか削ってこの金額を処理費のほう、委託料のほうに持ってこられたもんでしょ

うか。 

○議長（秦 伊知郎君） 教育次長、安達嘉也君。 

○教育次長（安達 嘉也君） 教育次長です。こちらの複合施設の整備事業の中の専決処分のほ

うですが、照明器具、それから変圧器のほうでＰＣＢがあるかどうかというところで、その照

明器具のほうについては、きちっとＰＣＢがなかったということが分かったんですが、変圧器

が２台ありまして、そちらのほうの少し調査のほうに、報告がちょっと遅れて来たということ

もありまして、実はこのＰＣＢ、変圧器の２台の中にあるかどうかというようなところの見積

りの調査と、そしてまた、ＰＣＢが仮に出たときの処分費用というところで、令和元年度中に

間に合わなかったもので専決処分とさせてもらったものでございます。以上になります。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 ９番、景山浩君。 
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○議員（９番 景山  浩君） すみません、意味がよく分からなかったんですが、最初から工

事請負費の中に入れとって、それを最終的に委託料のほうに持っていったという意味。どうい

うことなんですか。もう少し具体的に説明をお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。このＰＣＢの問題で、委託、工事請負業務にした

のは、業者にそのまま委託業務、工事請負としてある業者が請け負った。その業者にこのＰＣ

Ｂを処理させようと、北九州にある１社しかないその処理場に持っていくということで、重々

承知してたんですけれども、実はこれの処理というのは、事業者、いわゆるここの事業でいえ

ば南部町がやらなければいけない事業でありました。したがって、南部町が新たに委託費を組

んで工事請負業者がそんなとこへ持っていっても受け取ってくれないわけです。ですから、そ

の委託料の中が、落として、改めて南部町として委託業務をかけて、南部町としてＰＣＢを処

分するということを行いました。誠に申し訳ありません、勉強不足でございました。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番、板井です。私は、三世代同居の支援事業のことについて

ちょっと確認を取りたいと思います。 

 当初、８件分ということで６４０万予算組んでいたんですけれど、最終的に５件になったとい

うところなんですけれど、この制度自体、一時は非常に好評で、結構な金額、当初６４０万組ん

であったのは前年度の、その年前の対比のことだと思うんですけど、現状的にどのように変わっ

てきたのか、課長としては判断をしていますか。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。数字のほうはちょっと上げれないんです

けども、この場では。申請件数というのは、いっときに比べては落ちてきてるという現状です。

その傾向とか分析というのはし切れてはないんですけども、決算の議会ございますので、その

場面では少し分析をした上で事後説明なりのほうをまとめていきたいというふうに思っており

ます。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） 私は、このことで何回かやったことがあるんですけれど、この

支援を受けるのには一つの決まり事がある。これは当然だと思うんですけれど、結局住民票が

こちらに返ってくることが一つの条件になっている。住民票を置いたまま例えば米子や日吉津
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のアパートに住んでて、子供が小学生に上がるからこっちへ帰ってくるという家庭については、

それ対象外だったですよね。その辺のところがある部分もあるのではないかなと、やはりそう

いったところの緩和策というものは必要ではないかなというふうに思うんですけど、町長、ど

うでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。実態を調査をして、どこが足らないのか、制度で

ございますので、実際の、困っておられる方やニーズにマッチしたような制度にするために常

に変化していく必要があると思いますので、現場のほうで検討させたいと思っています。どこ

に問題があるのか私もよく理解してるところではありませんけれども、現実にこういう結果に

なったということを真摯に受け止めたいと思ってます。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

○議員（８番 板井  隆君） はい。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。 

 ７番、仲田司朗君。 

○議員（７番 仲田 司朗君） 仲田でございます。２４ページのアスベスト撤去支援事業のこ

とについてお聞かせ願いたいと思います。 

 午前中にちょっとお話をさせていただいたんですけど、ちょっと担当がおられなくて回答いた

だけなかったんですが、このアスベスト除去について１棟を２，０００万で上限ということで計

画があったようでございますけれども、実際は５８３万２，０００円ということでございますが、

大体この当初の予算のときからこの１棟についての大方の金額を出しとった中でこの減額になっ

たということ、実質的には減額になったということなのか、つかみのための予算だったのか、そ

の辺をちょっとお聞かせ願いたいと思っておるところですが。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、答えますか。 

 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。実際に見積書のほう頂いて予算立てをし

たわけですけども、やはり工事に入ってみて、進める中で、アスベスト量というのが変わると

いう可能性もございました関係上、議員がおっしゃいますつかみ予算ということでの上限の２，

０００万ということでの予算取りをしておりまして、実際、実績としては５８３万２，０００

円だったということでございます。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 仲田議員、よろしいですか。 
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○議員（７番 仲田 司朗君） はい。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかにございますか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４１号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４１号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第９ 議案第４２号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第９、議案第４２号、専決処分の承認を求めることについてを議

題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書は２１ページでございます。議案第４

２号、専決処分の承認を求めることについて（令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計補

正予算（第３号））でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和元年

度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号）について、次のとおり専決処分をする。

令和２年３月３１日付でございます。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。 

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。それでは、予算書を御覧いただきます。

説明させていただきます。１ページを御覧ください。 
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------------------------------------------------------------ 

 議案第４２号 

令和元年度南部町国民健康保険事業特別会計補正予算（第３号） 

 令和元年度南部町の国民健康保険事業特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところに

よる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額から歳入歳出それぞれ２７，８３５千円を減額し、歳入歳出予算の

総額を歳入歳出それぞれ１，２６５，１１２千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   令和２年３月３１日            専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

------------------------------------------------------------ 

 では、４ページの歳出から説明させていただきます。２款保険給付費、１項療養諸費、１目一

般被保険者療養給付費でございます。２，６８９万１，０００円を減額し、７億８，６１４万６，

０００円とするものでございます。減額の理由につきましては、実績額によるものでございます。 

 歳入でございますが、４ページの上段のほうを御覧ください。５款県支出金、２項県補助金、

１目保険給付費等交付金、２，７８３万５，０００円を減額し、９億３，７５２万２，０００円

とするものでございます。内訳としまして、普通交付金が２，９５７万２，０００円の減額、特

別交付金が１７３万７，０００円の増額で、それぞれ実績額によるものでございます。 

 以上でございます。御審議よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４２号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４２号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 
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─────────────・───・───────────── 

   日程第１０ 議案第４３号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１０、議案第４３号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書は２３ページになります。議案第４３

号、専決処分の承認を求めることについて（令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予

算（第２号））でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和元年

度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号）について、次のとおり専決処分をする。令

和２年３月３１日付でございます。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。 

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。それでは、予算書で説明をいたします。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第４３号 

令和元年度南部町後期高齢者医療特別会計補正予算（第２号） 

 令和元年度南部町の後期高齢者医療特別会計の補正予算（第２号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１２２千円を追加し、歳入歳出予算の総額を歳

入歳出それぞれ１４７，１８１千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   令和２年３月３１日            専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

------------------------------------------------------------ 
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 ４ページの歳出から説明させていただきます。４款保健事業費、１項健康保持増進事業費、１

目健康診査費でございます。１２万２，０００円を増額し、５２２万１，０００円とするもので

ございます。これは健康診査の委託料の実績増によるものでございます。 

 歳入でございますが、４ページ上段を御覧ください。６款諸収入、３項雑入、１目雑入、１２

万２，０００円を増額し、５０７万８，０００円とするものでございます。健康診査委託金の増

額での実績によるものでございます。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑なしと認めます。 

 質疑がないので、質疑を省略して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４３号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４３号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１１ 議案第４４号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１１、議案第４４号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書は２５ページでございます。議案第４

４号、専決処分の承認を求めることについて（令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計補正

予算（第１号））でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和元年
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度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号）について、次のとおり専決処分をする。令

和２年３月３１日付でございます。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。 

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。それでは、予算書で説明させていただき

ます。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第４４号 

令和元年度南部町太陽光発電事業特別会計補正予算（第１号） 

 令和元年度南部町の太陽光発電事業特別会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところによ

る。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ４，７２９千円を追加し、歳入歳出予算の総額

を歳入歳出それぞれ７２，６２９千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   令和２年３月３１日            専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

------------------------------------------------------------ 

 歳出から説明をさせてもらいます。予算書の５ページを御覧ください。１款総務費、１項総務

管理費、１目維持管理費でございます。７１７万２，０００円を増額し、４，１１０万８，００

０円とするものでございます。主なものとしましては、基金への積立金の増でございます。 

 ２款環境費、１項環境対策費、１目環境対策費でございます。１５７万４，０００円を減額し、

１８５万３，０００円とするものでございます。これはエネルギー関連の補助金の実績による減

額でございます。 

 次に、歳入でございますが、４ページを御覧ください。主なものとしまして、４款諸収入、１

項収益事業収入、１目売電収入で４７５万９，０００円を増額し、７，２５８万８，０００円と

するものでございます。売電収入の実績によるものでございます。 

 以上でございます。御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 
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〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑なしと認めます。 

 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４４号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４４号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

 ここで休憩を取ります。再開は２時４５分にしますので、よろしくお願いいたします。 

午後２時２６分休憩 

------------------------------------------------------------ 

午後２時４５分再開 

○議長（秦 伊知郎君） 再開いたします。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１２ 議案第４５号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１２、議案第４５号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書２７ページでございます。議案第４５

号、専決処分の承認を求めることについて（南部町国民健康保険条例の一部改正について）で

す。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第３項の規定により、議

会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、南部町国

民健康保険条例の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。令和２年４月１日

付でございます。 

 これは給与等の支払いを受けている国民健康保険の被保険者が新型コロナウイルス感染症に感
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染したとき、または発熱等の症状があり、感染が疑われ、労務に服することができない場合に傷

病手当金を支給するよう、条例の一部を改正を行うものです。 

 傷病手当金の支給期間は、労務に服することができなくなった日から起算して３日を経過した

日、つまり４日目から労務に服することができない期間に労務に就くことを予定した日について

支給するものとし、１年６か月を超えないものとします。 

 傷病手当金の額は、１日につき、傷病手当の支給の属する月以前の直近３か月の間の給与等の

合計額を就労日数で除した金額の３分の２に相当する額とします。 

 なお、傷病手当金支給対象者が労務に服することができない期間に給与等を受けることができ

る場合には、その期間については傷病手当金を支給しない、またはその差額を支給することとし

ます。 

 この条例は、公布の日から施行し、傷病手当金の支給を始める日が令和２年１月１日から同年

９月３０日以降で、規則で定める日までの間に属する場合に適用することとしております。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑はありませんか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 先ほどの、今回の国保の条例のこれも専決ですよね。専決につ

いては先ほど副町長が述べられたように、これまでなかった傷病手当、国保についてそれを創

設するということの提案です。私は、傷病手当を新たに創設する条例ができることには賛成で

す。そこでちょっとお聞きしていきます。 

 １つ目、これは今回のコロナ感染症に限ってしていくということなんですけれども、該当させ

るのは、もう該当させてくるわけですよね、専決だから。この予算化というのはしなかったのか

ということです。なぜそれを問うかといいますと、いつ起こるか分からないことを大前提として

やっているんですけども、いつ起こっても対応できるようにしますよね。そのときに補正予算組

むのかということもあるんですけども、つくったのを聞く側とすれば、例えばこの６ですね、

「傷病手当金の額は、１日につき、」って書いてありますよね。町とすればどれぐらいを見込ん

でしていくのかということについても知りたかったもんですから、予算化はしなかったのかとい

うのが第１点です。 

 それと、第２点目には、ここに書いてある先ほど説明された第１点目ですね、私は今、これ新

旧対照表の５７ページを見て質疑をしております。これには、この傷病手当を受けれる該当はど

ういう方かというと、国保の中でも給与等をもらっている方だというふうに言ってるわけですよ
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ね。となれば、国保というのは事業者が多いですから、一人親方等もおるわけですね。給与所得

者じゃない方もいらっしゃるわけですよ。この国保の今回の条例改正では、給与所得者じゃない

事業所得者等については該当にならないと、該当にならないですねっていう確認と、ほかの保険

制度では傷病手当ってなるわけですよ、コロナに限らず。そうですね。公務員の皆さんが入って

る分についても傷病手当があってそれなりの手当が出ると思うんですけど、国保制度に立っては、

今までのできてきた経過というのはなかったもんですから、今回、特例として認めていくという

ことになったと思うんですけれども、その中でも事業主が負担には該当させないというのは、こ

れはどういう理由だというふうに解釈なさってるわけですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。傷病手当全体については、今までなかったこと自

体が、そうだったのかと思ったところです。ただ、国保の場合、一人親方というんですか、事

業し、自分で、自分がやっておられる大工さんであったり、そういう方々がコロナに倒れられ

たときに傷病手当が受けられないということは、これもどっか制度の抜け落ちた点じゃないか

なとは思っています。 

 なぜこうなってるのかという御質問について私も分かりません。分かりませんけど、明らかに

矛盾点があるなという具合に感じています。まず２段階で、まず１段階目は、今ある制度を南部

町の中に落とし込むということ。２点目は、この今言ったような、事業して、お一人でやってお

られる方等をどう救っていくのかという問題になると思いますけれども、少し時間をいただきな

がら、県全体の中でどうするのかということ。問題点があったら、国も言うタイミングがあれば

言っていくこと。それでも対応が遅れて後手後手に回るようなことがないように町独自でも何か

考えていかなくちゃいけない事態にもなるかもしれません。幅広に考えながらこれには対応して

いきたいと思っています。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 町民生活課長、芝田卓巳君。 

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。予算の、同時に上げなかったかというと

ころでの御質問にお答えします。 

 正直予算も同時に今回上げることも考えたわけなんですけれど、実際そういったまだどのぐら

いの、３分の２というところがどの程度の金額になってくるのかというところが不明なところ、

実態がつかめてなかったというところと、このときにはまだ県内発生というところがあんまりな

かったっていいますか、その辺のところかも考えて、６月補正では計上を考えております。以上
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です。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。 

 １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） ちょっと１つだけ教えてもらいたい。 

 この範囲なんですけど、初めてこれ国保で、また次の後期高齢もですが、ただ、好かんのはコ

ロナだけというのが好かんだけど、例えばコロナにかかったとして、個人事業主って言われまし

た。農業法人、１人で法人してる、家族で法人つくってお母さんや子供さんも中に入れてやって

るとこもある、大きな法人で株式してるとこもある、そういうのは社会保険で政府管掌とかそん

なの分かるんだけど、そんな農業やちでもこれは該当します。個人の法人、農業法人をつくって

これをやって、きちっとそこから、収入から給料もらったり賞与もらったりしてる、きちっと経

理ができてるところだと思いますけども、初めてだから分からない。それはそれでできるんかな

と思ってちょっと聞きたいだ。 

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。 

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。今回のこの条例のところを読みますと、

所得税法の第２８条第１項に規定する給与等ということで規定をしてありますので、その給与、

ここの所得税法に当たる給与をその農業法人等でもらわれておられれば当然該当になると。た

だ、そこら辺のところの取扱いがこれに該当しない場合には、今のところは対象に入らないと

いう具合に考えております。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

○議員（10番 細田 元教君） はい。 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。（発言する者あり） 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 先ほどの専決処分、国保の条例改正に賛成の意見を述べさせて

ください。質疑のところで見えたんですけども、私は先ほどの町長の答弁を非常に評価してお

ります。それを後押しする賛成の意見を述べさせてください。 

 先ほど町長がおっしゃったように、この傷病手当の中に事業主が入らないというのは確かに欠

陥条項です。それで、どこの市町村も検討してるというところで、岩美町が、先ほど言った農業

収入の方は農業収入の間で事業主は、ほかにあるとこは優先するんだけれども、どうしてもない
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方が出てくるわけですよね、一人親方とか。その方々についての処置を取ってくということで、

これ単独町費になるわけですよね。本来であれば、このことを町村会等も知事会等も含めて国保

の財政で見るべきだというところですね、これは制度的な欠陥だと思うんですね。そういうこと

を執行部もそうですし、議会のほうも声上げて、これがなべて事業主を含めて対象となるように

していくために私たちも努力をしていくつもりですので、町長並びに執行部は、ぜひとも６月を

待たずにそれまでにコロナが起こった段階でも対処していただきたいので、早く事業主も含めた、

大変ですけども町負担になりますが、その制度を提案してきていただきたいと思いますので、よ

ろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） これより、議案第４５号、専決処分の承認を求めることについてを採

決いたします。 

 議案第４５号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１３ 議案第４６号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１３、議案第４６号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書は３１ページでございます。議案第４

６号、専決処分の承認を求めることについて（南部町後期高齢者医療に関する条例の一部改正

について）です。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により専決処分をしたので、同条第３項の規定により、議

会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、南部町後

期高齢者医療に関する条例の一部を改正することについて、次のとおり専決処分をする。令和２

年４月２７日付でございます。 

 これは後期高齢者医療の被保険者であって、被用者である方に新型コロナウイルス感染症に関

する傷病手当金を給付するため、鳥取県後期高齢者医療広域連合後期高齢者医療に関する条例が

一部改正されました。これを受けて本町が行う事務に当該傷病手当金の支給に係る申請書の提出
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の受付を加える改正を行うものです。 

 傷病手当金の支給期間、支給額等については、国民健康保険の傷病手当金と同様の内容となっ

ております。 

 この条例は、公布の日から施行することとしております。 

 以上、御審議よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 提案に対して質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑なしと認めます。 

 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４６号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４６号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１４ 議案第４７号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１４、議案第４７号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書３４ページでございます。議案第４７

号、専決処分の承認を求めることについて（令和２年度南部町一般会計補正予算（第１号））

でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和２年

度南部町一般会計補正予算（第１号）について、次のとおり専決処分をする。令和２年４月２７

日付でございます。 
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 詳細につきましては、総務課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。それでは、予算書をお願いします。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第４７号 

令和２年度南部町一般会計補正予算（第１号） 

 令和２年度南部町の一般会計補正予算（第１号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ１，０７８，９０４千円を追加し、歳入歳出予

算の総額を歳入歳出それぞれ７，７２４，９０４千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   令和２年４月２７日            専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

------------------------------------------------------------ 

 そういたしますと、説明をしてまいります。この補正予算（第１号）につきましては、新型コ

ロナウイルス感染症対策として４月の２０日の国会閣議決定及び４月３０日の国会通過がありま

した。このことを受けて特別定額給付金の給付に係るものを予算化し、早急に町民へ給付するた

めの専決予算でございます。 

 それでは、歳出から御説明をいたします。４ページを御覧ください。２款総務費、１項総務管

理費、１３目諸費でございます。１０億７，５７８万６，０００円増額し、１０億８，１８６万

７，０００円とするものでございます。これは給付に係る事務費として、会計年度任用職員の人

件費、通勤手当、郵送料、システム改修の委託費を計上。負担金補助及び交付金として、町民１

人当たり１０万円給付するため、１０億７，０００万円を計上しております。 

 １１款公債費、１項公債費、２目利子でございます。３２０万円増額し、３，５２６万円とす

るものでございます。今回は全額国庫補助金で配分されますが、歳入に時期が分かりませんので、

一時的に金融機関から借入れを行う予定ですので、その利子分を計上しているところです。 

 続いて、歳入でございます。３ページをお願いします。１４款国庫支出金、２項国庫補助金、

１目総務費国庫補助金です。１０億７，８９０万４，０００円増額し、１１億２，１７４万７，

０００円とするものです。内訳は、給付事務費補助金として８９０万４，０００円、給付事業費
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補助金といたしまして１０億７，０００万円を計上しております。全額を国が面倒見ることとな

ります。 

 ６ページを御覧ください。６ページにつきましては、給与費の明細書をつけております。今回

の補正で、給付に係る会計年度任用職員をフルタイム２名、パートタイム２名を３か月の間雇用

することによる給与及び通勤手当の増となります。 

 （１）の表です。総括表です。給与費と共済費合わせて１８８万２，０００円の増額、通勤手

当については４万３，０００円の増額となります。 

 以上、よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 今回のこの専決は、今年度の第１号の専決は、先ほど言ったよ

うに４月の２０日に決まった新型コロナウイルスの感染症の緊急経済対策として１人当たり１

０万円を支給していくという内容です。 

 町長にお聞きいたします。これは御存じのように政府でも二転三転した内容が今回の１人につ

き１０万円の給付ということになってきました。市町村にとっては、迅速に対応されて早く住民

の元に行くということで、市町村の努力なしにはできない仕事だというふうに考えています。当

初の国会見とったら、これ配るのは国がやるとか言ってみたりやってるわけですよね。その中で

私は聞きながら、一体市町村の首長さんたちはこの討論をどんなふうに聞いているのかなという

ふうに思ったわけです。 

 それで、町長のお聞きしておきたいのは、二転三転しました。最初は給付として和牛券とか所

得制限３０万ってありましたよね。ころころしてきました。その中で、１人１０万円の給付に落

ち着いて、迅速に対応していくということになったんですけども、町長は今回のような政府の対

応見ててどのようにお考えだったでしょうか。できれば、このコロナの、コロナ禍というのは日

本だけではなくて世界中で起こっています。とりわけそこでは政府の取組が問われている大きな

内容であったと思うんです。町村では迅速に対応しましたが、世界的に見ればこの日本の対応は

遅きに失したというふうに言われています。それで、１回で済む問題ではないとも言われてるわ

けですよね。その中での１０万円の給付ですが、町長はこの点についてどういうふうにお考えか

という点をお聞きしたい。 

 それで、事務的なことですが、今回これについてパートタイマーで会計年度任用職員の募集な

さっていました。フルタイムが２名、パートが２名でしたけれども、これ結果としてどれぐらい
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の方々が応募なさったんでしょうか。それも教えてください。 

○議長（秦 伊知郎君） 町民生活課長、芝田卓巳君。 

○町民生活課長（芝田 卓巳君） 町民生活課長です。今回の募集に対しまして全員４名の応募

がございました。ちょうどフルタイムで２名、パートで２名という、それぞれの個々の事情か

らそういう具合に振り分けられたんですけれど、事情がありましてまた１名やっぱり辞退とい

うこともありまして、結局今のところ３名ということで、明日から事務に取りかかるように考

えております。改めてやはりもう一人追加で募集かけるという考え方で今動いております。以

上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長です。国民全員に１０万円を配るという判断については、私はこ

れは未来、あのとき１０万円配ったものがどう使われるかにかかってると思います。例えば南

部町の皆さんであれば、これを貯金に回したりたんすに入れたりせずに、起爆剤になるような

仕掛けを行政はこれから用意しますので、ぜひ、南部町の中でお金が回るということがやはり

大事なことだろうと思ってます。鳥取県全体でもそうですし、国全体であればもっと大きなこ

とだろうと思ってます。そのくらい大きな影響が経済に及ぼしつつあるということを私は改め

て思ってます。 

 この頃、麻生大臣が、非常にトーンが変わってきて、お金を、国が借金が増えても金利が上が

らないということを明確に財務省として言われ出しました。ということは、２次補正、３次補正

を狙いながら、案外もうこれからしっかりと経済を支えていくには、今は国民に何らかの、こう

いう現金を給付したり、そういうことをしながら支えていかなくちゃいけないぐらい重大な局面

に達してるということを国を挙げて今、思っておられるなと思っています。 

 私どもも臨時交付金１兆円を配分いただいて、９，０００万円ですけども、９，０００万円で

は先ほども言ったように、町民の皆さんに、生活が厳しいだとか、経営が厳しくなったというと

ころを支えられないわけです。基金を使うというのも、これは町民の皆さんの基金ですので、こ

れはやぶさかではありませんけれども、しかし、国を挙げてやらなくちゃいけないところを一町

が基金を潰して率先してやるというのもいかがなものかと思います。コロナが終わった後、必ず

また新たな時代の中で私たちはあしたを向いて歩かなくちゃいけないので、全てにわたって町が

その中で基金を潰してやるということには、私はどうしても賛同はできないと思っています。い

ざとなればしなくちゃいけないと思いますけども、そういう意味で今回の１０万円はスタート点

として私はよかったなと思っています。あとはこのお金がちゃんと回るかどうか、これを回すよ
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うな仕掛けを私どもがこれから議会の皆さんと相談しながら、この仕掛けだったらこの町内で回

っていくなと。東京や、ましてや国外にお金が逃げていくようなそういう仕掛けにならないよう

に頑張らなくちゃいけないなと思ってます。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４７号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４７号は、原案のとおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１５ 議案第４８号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１５、議案第４８号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。議案書３６ページでございます。議案第４８

号、専決処分の承認を求めることについて（令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第１

号））でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和２年

度南部町病院事業会計補正予算（第１号）について、次のとおり専決処分をする。令和２年４月

２７日付でございます。 

 詳細につきましては、病院事業管理者のほうから説明させていただきますので、よろしくお願

いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。 
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○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者でございます。予算書をお願いいたします。

議案第４８号、令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）。このたびの補正予算につ

きましては、このたびのコロナ新型肺炎に対応するための、西伯病院として必要となるものを

計上させていただきました。 

 総則。第１条、令和２年度南部町病院事業会計の補正予算（第１号）は、次に定めるところに

よる。 

 収益的支出。第２条、予算第３条に定めた収益的支出の予定額を次のとおり補正する。 

 科目。支出。第１款病院事業費用、既決予定額２４億１，６０８万６，０００円に対しまして、

今回補正予定額１６５万円でございます。合わせまして２４億１，７７３万６，０００円となり

ます。これは第１項医業費用を補正させていただくものでございます。 

 資本的支出。第３条、予算第４条に定めた本文括弧書きを、（資本的収入額が資本的支出額に

対して不足する額２億２，３９２万４，０００円は過年度分損益勘定留保資金をもって補塡する

ものとする。）に改め、資本的収入及び支出の予定額を次のとおり補正する。 

 支出。第１款資本的支出、既決予定額５億５，２１０万５，０００円に対しまして、このたび

補正予定額は６０１万４，０００円。合わせまして５億５，８１１万９，０００円となるもので

ございます。これは第１項建設改良費を補正させていただくものでございます。 

 ７ページを御覧いただきたいと思います。令和２年度南部町病院事業会計補正予算（第１号）

の見積書でございます。上半分でございますが、収益的支出でございます。支出。款１、病院事

業費用、項１、医業費用、補正前の額が２３億５，０４１万８，０００円でございます。これを

１６５万円補正させていただきまして、計２３億５，２０６万８，０００円となるものでござい

ます。これは３目経費を補正させていただくものでございまして、修繕費、内訳は施設機器等と

ありますが、これはコロナ、ＰＣＲ検査の検査に必要となります診察及び検体採取、これは保健

所からの要請、もしくは当院の医師の判断にもよりますが、保健所の指示によりまして検体採取

を行います。これを病院の建物の外で行うために臨時の診察室を設定するものでございます。プ

レハブを使いまして室内を診察室に改良し、するものでございます。そして、このプレハブのリ

ース料半年分を計上させていただいております。 

 下半分、資本的支出。支出。款１、資本的支出、項１、建設改良費、補正前の額２億９，３５

２万９，０００円、これを６０１万４，０００円補正させていただきまして、合わせまして２億

９，９５４万３，０００円とするものでございます。これは３目施設整備費でございまして、内

訳は病棟改修工事でございます。これは県に届け出ておりますコロナ患者用の病床、ベッドであ
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りますが、９床県に届け出ております。これの整備費に使います。３項目ありまして、一つは患

者さんが入院されます部屋の圧力を下げまして、菌が病室の外に出ないようにする陰圧装置とい

うものをつけます。これが一つ。２つ目が一般病床との交わりがないように、コロナ患者さんが

入院したときに一般病床との区分の仕切り、これをつけます。これが２つ目でございます。３つ

目が仕切り扉をつけますので、それに伴います消防法に定められました改修、そして消防法の届

出を行うもの。以上でございます。 

 ４ページにお戻りください。以上の補正を受けまして、令和２年度南部町病院事業会計予定キ

ャッシュ・フロー計算書。令和２年４月１日から令和３年３月３１日までの１年間を示しており

ます。以上の補正の結果、一番下、資金の期末残高は４，６５５万３，０００円の予定しており

ます。 

 続きまして、５ページをお願いいたします。令和２年度南部町病院事業会計予定貸借対照表で

ございます。令和３年３月３１日、２年度末、記しております。５ページは資産の部でございま

して、固定資産、流動資産、繰延資産合わせまして、右側の一番下、資産合計は３５億９，４１

９万６，０００円でございます。 

 ６ページをお願いいたします。上半分、負債の部でございます。固定負債、流動負債、繰延べ

収益を合わせまして、中段、右の真ん中辺りでございますが、負債合計３５億３，２２５万５，

０００円。 

 下の段、資本の部でございます。資本金、剰余金合わせまして、右の下から２行目でございま

すが、６，１９４万１，０００円。 

 負債、資産合わせまして、３５億９，４１９万６，０００円となります。 

 以上、御審議よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 ５番、白川立真君。 

○議員（５番 白川 立真君） 管理者、くどいようですが、もう一度確認をさせてもらいます

が、テレビを見ている人が誤解されないようにもう一回確認させてもらいますが、ＰＣＲ検査

場は個人的なことで診てもらえるところではないわけですね。ドクターの判断、または保健所

からの依頼があった、そういったケースを診るとこなんですね。 

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。 

○病院事業管理者（林原 敏夫君） ＰＣＲ検査の判断は全て保健所でございます。保健所から

要請、これが普通のルートでございます。これは普通のルートでございますが、現場の医師の
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判断で、医師から保健所のほうにこういった患者さんがいるので検査をしてほしいという要請

をいたしまして、保健所のほうが采配いたしまして、改めて検体採取の指示が来るということ

でございます。病院から直接検査に出すことはできません。 

○議長（秦 伊知郎君） 白川議員、よろしいですか。 

 白川議員。 

○議員（５番 白川 立真君） 分かりました。 

 併せてもう一つ、傾向を伺いたいんですが、このコロナで騒ぐようになってから外来患者の方

の数というのは、どうでしょうか、減っている傾向なんでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。 

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 正直なところ、特に４月に入りまして、大体朝見るとぱっ

とこう目で読めるわけですけど、数字で見てみましたら去年の４月が一日２１７人というデー

タがあります。今年の４月のデータ見ますと、２０２人、１５名一月でこの４月は減りました。

以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） 町長、何点かお聞きします。 

 この７ページによりますと、修繕費、要は施設造った、プレハブですね。もう救急入り口んと

このそばにプレハブができてますね。できて今、十何人だいもうＰＣＲ検査したって言っておら

れますが、ＰＣＲ一回すれば防護服は全部破棄せないけませんが、まずそういう感染予防の防護

服、手袋、このカバー、十分にあるのかどうかということと、それと支出の病棟改修工事６００

万ですが、今説明すると、低圧室とか分別、仕切りするとかドア開く、これをただ言葉で言っち

ゃいけません。議会だといいですので、図面をもらってたかな、出してしてほしい。 

 それともう一つ、もう一点か２点ありますが、これは西伯病院のお医者さんはもう特定してお

られますか、その検査をするお医者さんはおたくですよ、看護婦さんはあんたとあんたですよ、

それともう一つ、このプラスで出た場合、緊急で重症だったら医大だと思いますが、軽症だった

ら西伯病院にいられるかどうか分かりませんが、また、米子市のホテルでも入れば一番いいんで

すけど、なった場合、もし入った場合、恐らく感染対策のところでもしもそういうことになった

ら、看護婦さんやお医者さんは家へ帰れませんが、その対応はどのようになってるのか。 

 それと、西伯病院で一番今問題なのは、呼吸器内科の先生がおられません。それがもし入られ

た場合、医大との第三内科ですね、たしかこれは、呼吸器内科。この連携はどのような今、状態
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になってるのか、ちょっとそれ第１回目でお聞きしたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） どちらが答えます。 

 病院事業管理者、林原敏夫君。（「部長がええわ」と呼ぶ者あり）部長がいい。 

○病院事務部長（山口 俊司君） 事務部長でございます。何点か御質問いただきました。 

 防護品、防護装備ですね、そちらのほうは当然たくさんいろんな数々の種類あるものですが、

サージカルマスク、Ｎ９５マスク、いろいろございます。アイソレーションガウンその他必要な

ものは、取りあえず今、非常にこれがなくて困るというような在庫の状況ではありません。ただ、

いつ、どう、今、議員がおっしゃいましたようにいざ使うということになりますと、脱いで、非

常に捨てていって、また新しく使うというような繰り返しでございますので、数を、必要な、消

費する頻度が上がってくるというようなことは当然ございます。今のところ、見通しとしてはマ

スクその他含め、フェースシールド等々含め、非常に困ってるという状況ではございませんと言

えると思います。 

 それと、ＰＣＲ検査の体制ですけども、外科の先生が１人、検体を採取しております。今のあ

そこのプレハブで採取してるところ。当然、中、診察するところと実際検体を採取するところと

きちっと分けて、看護師とドクターがチームでそこは適切に検体を採取しているというところで

ございます。 

 検体は採取をして、保健所のほうが届けられて検査するんですが、西伯病院で採ったものが陽

性というような事例はないのですが、仮に陽性になって当院の病室に一時的にＰＣＲの検査の結

果が出るまで入院というようなことになりました、それはそれで一般の人と交わらないように適

切に対応していく必要があるのかなというふうに思いますし、それは医療スタッフが適切に対応

していくと思います。ただ、議員おっしゃいますように、このコロナウイルスですけども、急激

に悪化することがございます。一日二日で急激に重症化することがございます。その場合は当然

うちでは診れませんので、救急車で鳥大等、感染症指定病院のほうに、重症患者用の病床に搬送

するというようなことになろうかなというふうに思います。思いますし、軽症化の方もホテル

等々でというような確保をして、県のほうでこれ確保しておりますので、東、中、西と確保され

ておりますので、症状が軽い方とか無症状者の方については宿泊施設へというようなことになろ

うかと。これはまだどこの宿泊施設というのは公表されてませんけども、そういったような方は

病院ではなくて宿泊施設のほうに行くようなこともなろうかなと思います。 

 それと、医療従事者が実際に関わった場合、これが入院患者に関わった場合、議員おっしゃら

れますように、当然防護服着て対応して、ちゃんとシャワーを浴びて、終わったらシャワーを浴
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びますので、家に帰れないことは全くそこはないのですが、確かに家族に感染してうつしたら嫌

だという、そういうことは当然気持ちとしてはあろうかなと思いますので、そういう希望がある

看護師やドクターがいましたら、それは町内の宿泊できるような場所に泊まっていただくという

ような対応取っていく必要があるのかなというふうに思います。以上です。（「医大の連携は。

第三内科」と呼ぶ者あり） 

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。 

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 事業管理者でございます。さきの病院との連携でございま

すが、今、病院とは密に連携しておりまして、保健所を介しましてですね。いわゆる呼吸器系

のかなり重症なものにつきましては、これはもう医大で対処してもらって、私どもに、西伯病

院はいわゆる中症、軽症といいますか、そういった分類で西伯病院に割り当てるというような

話は聞いております。これは全て入院の手配は、県のトリアージセンターができてるというこ

とでありますので、そこで采配されるというようにお聞きしております。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） 言葉では簡単にそう言われますけど、実際は大変な話なんで、

重症はあっち行ってもらえばいいですと、それ誰、軽症ならどうぞ入って。軽症者が一遍にこ

ろんと変わる場合もあるんです。軽症者でもそこに接触したお医者さんと看護師さんは濃厚接

触者になる。その対応が本当にできてるかどうか。 

 その人やちはもう、この間も富山だったか石川だったか、病院の事業管理者が泣いて記者会見

しておられましたね。自分とこの看護婦さんがそれに携わっちょって、家に帰れない。泊まる場

所がなくて駐車場の自分の車で寝泊まりさせていたと泣いて記者会見しておられました。これが

現実なとこがあるんです。そういうことは絶対あってならん、そういうことまで考えた検討委員

会されてると思います。感染委員会等も。 

 ならば、例えば……。だってこういうことを……。部屋を造る、ＰＣＲ検査の造る、プレハブ

も造った。出たという想定でやられるでしょう。ならばその看護婦さんとお医者さんはどこに隔

離されるんですか。一番の第一条件はやっぱり医大だと思う。けども、そういう場ってだって造

ったでしょ。造るんでしょ、もう。ならば、最悪の場合、想定してやられると思います。（「細

田議員、誤解招くって、それは」と呼ぶ者あり）かもしれんけども、今、後ろが誤解を招くかも

……（「名前を言ってちゃんと言わんといけん」と呼ぶ者あり）きちっとこれは院内の中で最悪

の場合じゃないですけど、きちっとしたことを対応した上で、ほんなら看護婦さんとお医者さん

はここに泊まっていただくというぐらいなプランは、町長、持っておられますね。 
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○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。私のほうからは、ゆうらくの研修施設を、７つあ

るところを使ってほしいということを言ってます。あくまでもこれは医療従事者の希望で、決

して感染した人ということでなくて、自分の家族を守るために、やはり安全のためには帰れな

いといった人が安心して医療従事していただくためには、あの場所がいいじゃないかというこ

とで、ゆうらくのほうとも協議しました。病院のほうにも伝えてると思いますけれども、これ

については県のほうも臨時交付金充てていいということを言ってますので、そういう費用を使

いながらやっていこうと思ってます。（「もう一点」と呼ぶ者あり） 

○議長（秦 伊知郎君） １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） ぽろっと今、ゆうらくに研修センターって言われましたが、あ

そこの……。今、コロナも介護福祉等にどんどん入ってきてまいりました。もちろん、うちげ

で一番大きな介護施設といったらゆうらくです。もしもそこにだったら、そこを自分とこで使

いたいと言っておりました。バッティングするんですね。ほんならそのほかにそういうとこを

確保せないけんと思う。そういうのをきちっとした上で、公言せでもいいですけんきちっとし

た上でやらんと、ばたばたばたばた慌ててしまったら大変なことになると思います。あとは病

院の中の意思統一をきちっとして、お医者さんはみんな患者さんのためなら命張っておられま

すよ。看護婦さんも一緒です。けどもそれを防御するというか、体制がきちっとなっとらんだ

ったら不安です、皆さんが。この辺をぜひ、町長も管理者も部長もよく連携して、絶対片道切

符にならないような対応をしていただきたいことを要望してみたいと思います。よろしくお願

いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 答弁いいですか。 

○議員（10番 細田 元教君） いや、答弁、できたらお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。 

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 病院事業管理者です。今の細田議員が言っていただきまし

たこと、まさにそのとおりでございまして、まず一番の司令塔であります県の保健所との連携、

これが一番でございます。そして、医療関係の医大を頭とします連携、これも密接に取ってお

られまして、それを受けまして院内の対策本部やってるということでございます。 

 そして、不幸にして当院に……。不幸とはちょっと言葉を失礼しました。入院患者さんが来る

ということになると、その対応につきましてはもう担当は全てスタッフは決めております。もう

かなり以前からいわゆる帰宅……。もちろんスタッフに感染しない万全の体制は取るわけでござ
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いますが、取った上でやはり自宅には帰りたくないなという方がいらっしゃいます。その人のた

めに、かなりの以前から私は町にお願いいたしまして、今、町長からもお話しいただきましたけ

ど、手配をいただいてるということでございます。とにかく院内感染は絶対起こしてはならない

と、もうこのことを肝に銘じまして取り組んでまいります。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 今回、専決では新型コロナウイルス感染症対策に伴う整備工事

等について、西伯病院の専決の予算が出てきました。 

 私は、今回、ＰＣＲ検査の大前提となる検体採取のこの仕事を、公立病院である西伯病院が発

熱外来を病院の病院棟以外に造って対応して、そこで採取していくということを、私はこれは公

立病院として当然やるべきことであったと思うし、誇っていい内容だというふうに思っています。

そういう意味でいえば、申入れに行ったときに既になさっているということを聞いたときに、私

とすればこの西伯病院の先見性というか、この事態の適切に把握なさってるなというふうに思い

に至ったということです。 

 ここから質問ですが、鳥取県知事は鳥取県に感染者が出たときに、皆さんどこの県の知事も市

長も記者会見していますが、私は別に平井知事を応援してるわけではありませんが、全国でも一

番いい記者会見なさったというふうに思っているわけです。何がよかったかというと、感染者が

出たときに我々は万全の構えをしているから大丈夫だと、患者様の命と健康を守って復帰させた

いとおっしゃったんですよ。私、そのときに、これは小さい県だからできたんだろうかと思った

のと同時に、やっぱり万全の構えと適切な科学的な根拠に基づいて今回のコロナの経過を見てい

るなって思いましたんで、これを県民と市町村が共有していかんといけんだろうなと思って、半

ばどっちかというと感動して聞いたっていうところなんですよ。 

 先ほど、申し訳ないですけども、感染者が出ることを不幸であるとか、病院が入ることを、来

ることを不幸って、これは私は決してそういう態度とか言葉になったらいけんというふうに思っ

ています。何よりも好きでかかるわけではないんですから、かかった方々の人権と命と医療を提

供するという立場に立ち切るということが、私たちは、人権の行き届いた町であるし、医療を提

供している町だというふうなそういうことを一致したいという点から見ても、ＰＣＲの検査の検

体、一番大変なところ医療機関が担っていくと、この姿勢は高く評価していいと思っています。 

 次に、そうしたらやるべきことは何かっていうと、議会と町はここに万全の構えができるよう

に医者や患者や完全な整備ができるように財源を保障していくことですよ。財源をしっかりと出

してこの後押しをしていくということ。 
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 それと同時に、このＰＣＲの検査の検体採取そのものが重症患者を西伯病院で受け入れること

ではないということもはっきりしとかないと、一律にあおるようなことを言ってはいけないと思

うんですよ。西伯病院というのは鳥取県での協力病院の１つですよね。だから、できたらまず医

大等に患者が行って、その中でしっかりと軽症かどうか分かった段階で協力病院とするかどうか

という科学的な医療に基づいてしてくるわけですよね。そういう中だということもしっかりとこ

れは住民に言っておかなければ、ＰＣＲの検体の採取したとこが、それが即受けるといって大変

なことになるのではないかって、これは戒めんといけん内容だと思いますので、適切な情報を住

民に出していただきたいというふうに思っていますが、その点で町長、どうかということですね。 

 ２点目は、私はこの発熱外来を外に設けて検査を、採取していくということを病院だけではな

く、私、町長や住民も職員もそのことをしっかりと評価して、次にやること何かということです

よね。このコロナの解決のためには、町長も何回も、コロナ後をどうするかということは、コロ

ナを乗り越えていくためには一定の判断せんといけん、何かというの専門家も言ってるのは、圧

倒的にＰＣＲ検査の数を増やすしかないんですよ。とすれば、町はその環境にありますから、そ

こを全面的にＰＲして、この検査が十分でない段階で自粛を解いていいのかどうかって科学的に

根拠基づかないような立場ではなくて、例えば愛知県知事とか奈良県の知事ですよね、科学的根

拠に基づいていく立場でやっていくことが、私はコロナ解決に貢献していく町になり得ると思っ

ていくか、その点についてコロナ検査ですね、これは国も見直すと言っているんですよ。３７．

５度以上、４日間で、一体誰が言ったのかとか言い出したわけでしょう。非科学的な根拠で何人

の命も奪われたときに今せんといけんことを発するということは、私は公立病院を持ってＰＣＲ

検査の採取している町の大きな仕事だと思っていますが、町長、その辺は発信すべきじゃないか

と思うがどうかという点です。 

 ３つ目は、ここに至ってこんなに日本が医療が貧しいのかというのも思い知らされた事実だと

思いませんか。なぜか、長年の医療崩壊につながってきた、いわゆる緊縮財政で社会保障費を削

ってきたことですよ。その中で今言われているのが統廃合の問題です、公立病院の。しかし、蓋

を開けたらしんどいところはみんな公立病院が担ってるじゃないですか。そういうことを考えた

ら、私はここに座ってる議員も町も含めて、やはりこのような感染症対策なり本当に大変なとき

に果たす病院はなくしてはならないということを、やっぱりこの該当する町から発していかなき

ゃならないと思うんですけど、その点について町長はこのコロナの現状見てて、この病院の再編

の動きをどんなふうに捉えたのかお聞きしておきたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 
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○町長（陶山 清孝君） 町長です。新型コロナの国の対策について、マスコミを中心に毎日あ

る面では批判をしたりいろいろあります。ただこれは歴史の結果の中で明らかになるというこ

とを待つべきだと私は思っています。今ある道具というもの、医療が今、真壁議員も言われま

したように、今日、明日で突然ＰＣＲ検査が２０万、３０万できるわけがないわけです。人力

で検査技師たちがやってる姿を見て、これはとても無理だと私は思いました。１セットがたし

か九十幾つで、あれ２パレット分しか今、琴浦でしかやれない、鳥取県内では。ですから、ば

あっと鳥取県内で出ればＰＣＲ検査ができない。できるような仕掛けにはそんな簡単にはなら

ないだろうなと思います。機械を導入したところで、その技術者をまたつくるのにやはり数か

月、養成に必要なんだろうなと思ってます。 

 私は、今一番最善を尽くさなければいけないのは、今ある医療資源をしっかりと守っていかな

くちゃいけないことだろうと思っています。今ある医療資源が枯渇してしまってはならない。で

すから、安心して今の医師や看護師たちがこの過酷な業務に携われるそういう環境は、やはりこ

れは政治や私たち議会、行政が一生懸命それを支えていかなくちゃいけないだろうと思っていま

す。 

 また、公立病院の問題もあると思います。４２４病院を名指しされましたけれども、今ここに

至っては、きちんと指示に従って寡黙に与えられた使命に励んでいただく公立病院に私は本当胸

を張って、やはり公立病院がやる大事な仕事だなと、胸張って言えるところです。ぜひ町民の皆

様も、誰も彼もがＰＣＲ検査を受けるわけではありませんけれども、公立病院が私たちの町にあ

ることをやはり胸を張って自慢していただきたいなと思ってます。その安心感は非常に大きいも

んがあると思っています。 

 これから先々間違いなく２波、３波が来ます。決してこういう状態で終わるわけではない。そ

のときに必ず町内の医療機関の皆さんにはお世話にならなくてはなりません。今、公立病院って

言いましたけれども、町内の診療所にも駆け込まれる人があるかもしれませんけれども、その辺

りの、公立病院をまず使っていただくだとか、そういう順番だとか、そういうこともこれから検

討していかなくちゃいけないだろうと思ってます。 

 １１年前、新型インフルエンザがはやったときに私も病院にいました。子供たちを抱えて、新

たにワクチンができたときに、朝というか、まず、看護部とどうやってワクチンを接種していく

のがいいのかというのを１週間ぐらい検討して、今日から打ちますって言ったときに、自動ドア

を開けっ放しにして外までずらっと子供さん持たれた方々が並んだのを今でもよく覚えています。 

 医療はやはり命を守る大事なものですんで、その医療だけ、道具だけではいけない、まさにマ
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ンパワーが唯一の武器になると思っていますので、ぜひその皆さんが十分な医療の体制につける

ように支援をしていきたいと思います。議会の皆さんもぜひその辺りのところを御理解いただき、

御支援いただきたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 町長がおっしゃってる、今このようなときこそ公立病院がある

こと誇っていいということは、それは私たちも一緒に共有したいというふうに思っています。 

 そこで、ひとつ質問で、数字の確認です。この検体を採取している西伯病院のこの採取の仕事

がどのようになってるのかということですが、今までにＰＣＲ検体の採取の件数は、委員会でも

聞いたんですけど、本会議で改めて聞きます。何件今まで採取なさっていますか。 

○議長（秦 伊知郎君） 病院事業管理者、林原敏夫君。 

○病院事業管理者（林原 敏夫君） 事業管理者です。１００％当院で検体採取したということ

はちょっとあれですけど、当院を借りましてＰＣＲ検査したものは１６件でございます。全て

陰性でございました。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４８号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第４８号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１６ 議案第４９号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１６、議案第４９号、令和２年度南部町一般会計補正予算（第

２号）を議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。議案書により説明をいたします。 
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------------------------------------------------------------ 

 議案第４９号 

令和２年度南部町一般会計補正予算（第２号） 

 令和２年度南部町の一般会計補正予算（第２号）は、次に定めるところによる。 

 （歳入歳出予算の補正） 

第１条 歳入歳出予算の総額に歳入歳出それぞれ２６，５９９千円を追加し、歳入歳出予算の総

額を歳入歳出それぞれ７，７５１，５０３千円とする。 

２ 歳入歳出予算の補正の款項の区分及び当該区分ごとの金額並びに補正後の歳入歳出予算の金

額は、「第１表 歳入歳出予算補正」による。 

   令和２年５月１２日            提出  南 部 町 長 陶 山 清 孝 

 

   令和２年 月  日             決  南部町議会議長 秦 伊 知 郎 

------------------------------------------------------------ 

 そういたしますと、歳出から御説明を申し上げます。５ページを御覧ください。２款総務費、

１項総務管理費、１目一般管理費でございます。１９５万４，０００円増額し、３億３，９４０

万９，０００円とするものです。これにつきましては新型コロナウイルス対策として分散型勤務

や在宅ワークを行うための経費を計上しています。 

 １０目地域自治振興費です。５０万円増額し、７，７０８万９，０００円とするものです。こ

れにつきましては今回、緊急見守り買物支援として移動販売の営業範囲を拡大することに対する

経費を補助するものでございます。 

 ３款民生費、２項児童福祉費、３目児童手当です。１，４５９万７，０００円増額し、１億６，

５９１万１，０００円とするものです。これは子育て世帯への臨時特別給付金として児童手当に

併せて支給するためのものでございます。 

 ６ページを御覧ください。４款衛生費、１項保健衛生費、２目予防費でございます。５４０万

１，０００円増額し、４，３６９万５，０００円とするものでございます。これも新型ウイルス

感染症対策として、サージカルマスク、防護服、消毒液などの物品の補充、次亜塩素酸水の生成

のための機器の購入となります。 

 ６款商工費、１項商工費、１目商工振興費でございます。２５０万円増額し、８０９万６，０

００円とするものです。これは県の行う頑張ろう飲食業応援緊急支援事業に対して、本町で単独

で上乗せをするものでございます。 
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 ９款教育費、１項教育総務費、２目事務局費でございます。１４０万円増額し、１億３，１４

２万４，０００円とするものでございます。これにつきましては児童生徒就学援助・奨励事業で、

新型コロナウイルス感染症の影響で収入が著しく減少した世帯支援のための増額となります。 

 続いて、５項保健体育費、３目学校給食費でございます。３３万円増額し、１億２，２９０万

４，０００円とするものでございます。これにつきましては同じく新型コロナウイルス感染症対

策に伴い、臨時休校を行ったことにより学校給食も停止いたしました。３月分の給食食材のキャ

ンセルによる食材納入業者への支援を行うためのものでございます。 

 続いて、歳入を御説明いたします。４ページをお願いします。１４款２項１目総務費国庫補助

金でございます。１，１７５万５，０００円増額し、１１億３，３５０万２，０００円とするも

のでございます。これにつきましては新型コロナウイルス感染症対応地方創生臨時交付金として

国が全額措置するものでございます。 

 同じく２目民生費国庫補助金でございます。１，４５９万７，０００円増額し、３，９６３万

８，０００円とするものです。これにつきましては子育て世帯への臨時特別給付金の事業費と事

務費を国が措置するものでございます。 

 ２０款５項５目雑入でございます。２４万７，０００円増額し、７，７８０万６，０００円と

するものでございます。これは支出側の学校給食費を止めたことによる学校給食会からの補助と

いうことになります。 

 以上、御審議よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 ２番、荊尾芳之君。 

○議員（２番 荊尾 芳之君） ２番、荊尾です。教育長、伺います。 

 事業説明書８ページ、９ページに賄い材料の購入費、先ほど総務課長説明していただきました

けども、小・中学校は南部町、鳥取県、県下、３月２日から春休みまで臨時休校となりました。

それに伴って今回、食材の納入業者に対して国の補助もあるわけですけども、業者を支援すると。

町が臨時休校きちんと決めて、町が責任を持ってこれを支援するということは非常にいいことだ

と思います。 

 それで、これを見ると、これは令和元年度の３月分、１か月分でございますよね。４月にも入

ってからも、南部町と県下ですか、ゴールデンウイーク前に小・中学校も臨時休校となっており

ます。年度が違うということなのか、令和２年度にもこういう納入業者の支援ということも考え

ておられるのか伺っていいですか。 
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○議長（秦 伊知郎君） 教育次長、安達嘉也君。 

○教育次長（安達 嘉也君） 教育次長です。まず最初に、令和元年度、令和２年の３月の分で

すね、こちらについては学校臨時休業対策費の補助金というものがございます。４月以降に関

しては、これは臨時交付金の中での対応というような形ということを聞いております。それで、

４月以降４日間、本町のほうでは学校の臨時休業があったわけですが、こちらについてはまだ

業者のほうから特段の要望等については聞いていないというような状況でございます。以上に

なります。 

○議長（秦 伊知郎君） ２番、荊尾芳之君。 

○議員（２番 荊尾 芳之君） はい、分かりました。ありがとうございます。 

 それで、住民の方も心配しておられるのは、３月に入ったら突然学校が臨時休校になってしま

ったと。４月も新学期が始まったんですが、ゴールデンウイーク前に５日ですか、休みになって

しまったということで、やっぱり子供たち、小学生、中学生の学習の時間というものが大幅に削

減されてるというか足りないというか、そこで進級、進学したんですけども、まだ前の学年の授

業をしてるというようなことで非常に住民の方も心配をしておられます。教育長、どういう対策

等を考えておられるか教えてもらっていいですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。 

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。給食費については、昨年度３月に急なことで

業者の方にも御迷惑をおかけしたということであります。学校も同じように３月、急に臨時休

業というようなことになりましたので、未学修部分というものがそれぞれ残っておりました。

それは学年によって随分教科によっても違いました。あと一、二時間で終わるような教科もあ

れば、やっぱり１０時間ぐらい必要なという教科もありました。それについては今年度４月か

ら昨年度分をまず学習をしていきました。昨年度分が終わったというところから今年度分をス

タートさせているいうところで、現時点ではほぼほぼ昨年度のものは終わっていて、新年度に

移行ができている。要するに本来学年で学ぶべき段階に来ているというふうには思っていると

ころでございます。 

 さらに言いますと、絶対的な時間は足りてないところもありますので、その辺りについては夏

季休業が短くなるような形でそれぞれ対応して、ある程度時間も確保しないといけないいうふう

に思っているところでございます。 

 併せて申し上げるならば、南部町はまだ現在、町内罹患出ておりませんけども、先ほど町長の

話ありましたように、第２波、第３波が来たときに、南部町ではどんなに夜遅く罹患が分かって
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も、翌日からはまず臨時休業とすると。マチコミメール等で保護者の方に御案内をして、まず臨

時休業がスタートすると。その後数日間のうちに例えば経路が分かったりすると、部分的な分散

登校とかが起こるというようなことになってまいりますので、そうすると学習がまた遅れるとい

うようなことも想定をされています。 

 そんな中で今、学校のほうではそういうことになったときにどうやって家庭学習を確保するの

かと。学校の授業ができないわけですから、家庭で宿題というかそういうプリントも出す。それ

を出てきたときに回収をする、丸つけをする、次の課題を出すとか、今、県のほうがやっている

そういう学習支援ソフトをインターネットを通じてやるようなこともこれから検討していきたい

と。ただし、これについてはネット環境が必要になりますので、そこの辺りも必要な支援があれ

ばする中で、そういう今の時代、ＩＣＴを活用したようなものも考えていきながら、とにかく今

コロナと闘っている中で、今の子供たちがやがて何年かたったときに、あのときはコロナで大変

だったから学力がつかなかった、生活のリズムがつかなかったということにならないように、

今々、闘いの中ではありますけども、しっかりと今の子供たちの学力から生活のリズムを教育委

員会としては学校と一緒に保障していきたいというふうに思ってるところでございます。 

○議長（秦 伊知郎君） ２番、荊尾芳之君。 

○議員（２番 荊尾 芳之君） 荊尾です。そうしますと、夏休みというものが幸いにもあるわ

けです。南部町はそれこそエアコンの工事もできておりますので、ある意味そこのところで足

りない部分は補充して学習はできるというところを、子供さんを持っておられる方については

安心をしていただくという考えを持っていいですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 教育長、福田範史君。 

○教育長（福田 範史君） 教育長でございます。まず、安心はしていただきたいと思いますが、

今でもお分かりのようにマスクを暑いときにすると、私もしゃべると暑いんですが、子供たち

もこの暑い時期にマスクをしているということも非常に難しい時期になってまいりますので、

その辺りではどっかがやってましたが、窓を開けながらエアコンかけるというようなこともこ

のコロナ対策では必要な、そうすると室温は２０度に設定しても２８度ぐらいまでしか下がら

ないというようなこともあるんですが、やっぱり一方で換気が必要だというようなこともあり

ますので、できる限りの環境の中で、子供たちも今、教室の中で目いっぱい広がってやるんで

すが、子供たちの本質というか、やっぱり休憩時間になると一緒になって遊びたいという子供

の本質もあるので、なかなか大人のようにじっとこの半径２メートルを保ちなさいということ

も難しい状況ではありますけども、しっかりその辺りでは学校の担任の先生のほうが話をしな
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がら学びはしっかりと保障していきたいというふうに思ってるところでございます。町民の皆

さん、保護者の皆さんには御安心をいただきたいというふうに思ってるところでございます。

よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありますか。 

 ６番、三鴨義文君。 

○議員（６番 三鴨 義文君） ６番、三鴨でございます。先ほど事業説明、たくさんいただき

まして、一覧表見ますとそれぞれ子育て世帯だとか頑張ろう飲食業だとか、いろんな方面への

支援策の説明いただきました。 

 私、聞きたいのは、こういった事業を町民の皆さんにどういう方法でお知らせしていくのかな

というとこだと思っています。先ほど、もう一つ前の議案の中で特別定額給付金、１人１０万円

というのもありましたけれども、これも申請された人ももういらっしゃるということがありまし

たが、じゃあいつ支払いがあるんだろうというのがまだまだ皆さんに周知ができてないところだ

と思っています。 

 私どもが頂きました資料では、２２日と２７日というところまでは書いてありますし、それ以

降は毎週水曜日という資料頂きました。こういったことが本当に住民の皆さん方にきちっと伝わ

っているのかな。これからでしょうけれども、６月議会もいろんな支援策、提案があると思いま

すが、こういった皆さんに直結する事業の周知、お知らせをどうやってされるのか聞いておきた

いと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。 

○企画政策課長（田村  誠君） 企画政策課長です。今回第１弾として、緊急見守り買物支援

事業であるとか、それから頑張ろう飲食店というようなところ、企画サイドのほうとしてはあ

る程度該当事業者の方々は分かっておりますので、そこら辺の方々にＰＲチラシなどももう既

に準備をしておりまして、速やかにそちらのほうに郵送であったり、あとはもうあの２２店舗

から２５店舗になりますので、もう直接訪ねて県の施策と併せて申請してはいかがですかとい

うようなところで、もう直接営業かける予定でおります。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。 

○議員（６番 三鴨 義文君） そうですね、直接できて相手方が少数であればそういう手もあ

るかと思いますが、私、福間県議の流された新型コロナウイルス各種支援制度についてとい

う、こういうチラシをもらいました。非常に簡潔で１８項目書かれておりますが、持続化給付

金は問合せが経済産業省、電話番号がどこどこ、小規模事業者、中小企業何とか機構、子育て
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はどこどこ、連絡先がきちっとどこに問い合わせるかということがもう簡潔に、３行ごとぐら

いの説明なんですが、分かりやすくしてあります。自分たちが、住民の皆さん本当にどういう

支援があるのかというのを今、本当に手探りでいろんなものを探されていると思いますが、そ

れをどこに相談したりしたらいいのか、申請していいのか、あんまりはっきり把握されていな

いと思っています。ですので、簡潔でスピーディーにそういう情報を流していただきたいとい

うふうに思っていますが、どうですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。議員おっしゃるとおりだと思ってます。

いろんな施策が今後とも出てくると予想されますので、随時その中で情報流していきたい。い

ろんなとこで分散するんではなく、一つの例えばパンフレットであったり、そういうものが可

能ならばそういうものを作って情報提供していきたいと思いますし、一つには、見れる方はホ

ームページ見ていただくと分かりますけれども、具体の施策についてまとめておりますので、

今現在もまとめておりますので、それをまた拡充してまいりたいというふうに思ってます。併

せて、防災無線、ＳＮＳ、いろんな媒体を使いながら住民の皆様に情報を提供してまいりたい

と思ってます。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） ６番、三鴨義文君。 

○議員（６番 三鴨 義文君） 皆さん本当に探されてまして、自分はこれに該当すうへんかと

いうことを悩んだりしておられますので、そういう窓口であったり情報をぜひ、さっき説明さ

れたような形で早い時期にお知らせいただきたいというように思います。よろしくお願いしま

す。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 予算で質疑いたします。私、３回しかできない質疑でこのこと

に使うのもったいないんですけども、今回、臨時議会がどこの町もコロナ対策ですから、テレ

ビ、有線放送だとかしてるんですよ。ここでせっかく予算を組んで提案なさってるんだから、

住民に分かりやすく説明していただきたい。それで質疑しますので、そのことについてどのよ

うな事業かということを住民に分かるように説明してください。 

 まず、これまでやった、町にあった５万枚のマスクというのは、今幾らまでどんなふうに使っ

たんでしょうか。これが１つです。 

 今回、国からの交付金で様々な事業出てきました。その中で、新型コロナウイルス感染症対策

事業で５４０万ついていますが、各備品、マスクとか防護服とか着るんですけど、この中に消毒



－59－ 

液を作るために備品購入等でお金使っています。これは何のために使って、どのように使おうと

なさっているのですか。２つ目。 

 ３つ目は、この今回の予算の中では頑張ろう飲食業応援緊急支援事業として２５０万が組まれ

ています。この２５０万円というのは具体的にどのような支援をしていくのですか。 

 次、児童生徒就学援助・奨励事業で今回１４０万組まれました。これはどのようなことを対象

にして事業組まれたんですか。以上についてお答えください。 

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。 

○防災監（田中 光弘君） 防災監でございます。真壁議員からいただきました御質問のうち、

２項目回答させていただきます。 

 まず、１つ目の町内の備蓄をしておりました５万５，０００枚のマスク、これの状況なんです

けども、まず、このマスクは新型インフルエンザ対策用で備蓄をしておりました。特にマスクが

非常に流通できない厳しい状況になった時期から、まず医療関係者の医療が崩壊してはいけない

ということ、そして福祉に関する介護施設や、あるいは子育て世代である保育園等の施設、そう

いったところに町の保有する備蓄のマスクを重点に配分していこうと考えておりました。 

 そして、各施設の状況ですね、まず２月の下旬、そして３月の下旬、それと４月の下旬ですね、

それぞれ月に１度保有状況について確認をさせていただいております。現在のところ、そのマス

クを３回配分をいたしまして、最終的に４月の下旬に６月末までの状況を確認したところ、まず

伯耆の国、ゆうらくと祥福園の関係施設に、この先６月まで十分な状況ではないということで２，

０００枚を、そして法勝寺ケアプラザに５００枚、そして入沢歯科医院のほうにも不足しており

ましたので５００枚を配分をさせていただきました。それにより、町内の医療施設及び介護関係

施設は、６月末までは現在のマスクの状況は問題ないということで聞いております。ただ、やは

り現場の状況、そうは言われながらも、厳しいところも出てくると思います。その厳しい状況を

引き続き我々、健康福祉課と連携をしまして、最新の現状を取りつつ、必要なところに必要なマ

スクを配分できるよう努力をしていきたいと思っておりますので、よろしくお願いいたします。 

 次に、次亜塩素酸の生成装置、こちらは当初、消毒液を１月の下旬に約１００本買いました。

これはアルコールの関係のものでした。こちらのほうがどんどんやはり必要なところに配ってい

きますとなくなっていきます。その後、アルコールのほうも非常に品薄になりました。その後、

電解次亜塩素酸水とか次亜塩素酸水というものが市中に出てきておりまして、非常に消毒、除菌

という面で優れたものでありまして、そういったものを町として使うということで公共施設や学

校関係施設に使用しております。ただ、これも今回限り、あるいはこの新型コロナのこの時期の
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みならず、今後もやはり長いレンジで消毒というものというのが非常に重要になってくると思い

ます。ここでたくさんできる生成装置を使いまして、本日も町長から答弁もありましたとおり、

町民の皆様にもやはりこの次亜塩素酸水を提供できるように我々としても準備をしたいと思いま

すので、ひとつ今回の計画に関してよろしくお願いいたします。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。 

○企画政策課長（田村  誠君） 企画政策課長です。私のほうからは頑張ろう飲食業応援緊急

支援事業ということで、２５０万円の内容についてです。 

 支援内容につきましては、県のほうで頑張ろう「食のみやこ鳥取県」緊急支援事業というもの

がもう既に準備がされております。これに併せてうちのほうも町単独で頑張ろう飲食店というこ

とで１０万円を上限に支援をするという内容でございます。 

 支援内容につきましては、パッケージの製作費であったり、ＰＲ資材作成費、広告、商品開発

経費などなどなんですが、県と少し違うのは雇用継続に係る人件費に係る部分も、ぜひそこにも

使えるというところで、支援策の内容として考えています。１０万円で上限、一応２５社という

ところを見込んで２５０万円という具合にしております。 

 いずれにしても、既に店内で三密を起こさないような感染予防の対策であったり、テークアウ

トというような取組も現在スタートしております。役場の中でもそういったところからの弁当を

昼休憩注文しながら４０食程度食べさせていただいているような状況も踏まえまして、何とぞそ

ういったところの経費で柔軟に使っていただきたいという取組でございます。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 教育次長、安達嘉也君。 

○教育次長（安達 嘉也君） 教育次長です。児童生徒就学援助・奨励事業についてですが、ま

ずこの新型コロナウイルス感染症対策の影響により、保護者等の収入が著しく減少し、家計が

急変した世帯に援助を行いたいというふうに考えた事業でございます。 

 援助する費用としましては、学用品費だとか通学用品費の経費の一部でありますとか、給食費、

校外活動費、そして医療費、または修学旅行費等も含まれております。４月２４日の金曜日には、

町内の小・中学校の保護者の皆様に家庭室で御案内の配付をさせていただいております。ぜひ、

もう一度またお読みになっていただいて、困っていらっしゃることあれば、また御相談があれば

教育委員会までお願いしたいなというふうに考えております。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 先ほど、国から来た財源等使って、町の方々は今、第１弾だけ

れども、住民にどのようにして支援策をしようかということで、今回の議会に出されてきたわ
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けですよね。その中身が、今しゃべってくださって、きっと聞いてる方々も分かったと思いま

すが、これを先ほど三鴨議員が言って、これを早く住民に知らせろということですよね。執行

部もそうだし、ここに加わっています私たちも議員も含めて、これを住民に知らせる方法を取

っていかんといけんなと私は今、考えてるところなんですよ。 

 住民からどういう声があるかというと、境港市は１人当たり５枚のマスク配ったと。町かっ

て配ってほしいですわと言われるんですよ。そのときに私たちはどう言うかというと、町は医療

や介護の現場を優先しているのでということを言っていくわけですよね。でも、だとすれば、住

民説得、私は納得してもらうには、５万枚あった分がどんなふうに使われているのかということ

を住民にはっきりと数字を出して説明しなければいけないなと思ったんですよ。これこそが情報

公開と住民に協力を求めている一番の土台になるんじゃないかなと思ったわけです。 

 先ほど防災監がマスクのことを言ってくれたの非常にありがたいんですが、後でも結構ですか

ら、この５万枚が現在備蓄が１万何ぼになるまで使っています、これが医療機関にどれだけ配っ

て、介護施設に幾ら使って、子育て支援で幾ら配りましたよという数字を後でいいから議会に出

しといていただけないでしょうか。それを私は住民に伝えますから。そういうふうにしてやって

いくし、先ほど企画課長がおっしゃった頑張ろう「食のみやこ」で、今回の飲食業応援というの

は、県が１０万出して、町が１０万出して、２０万出すって言ってるんですよね。その数字も言

ってあげないと、２０万出るんですよ。県はこれを利用してくれと言ってるんです、一番使いや

すいからって。そうですよね。だからそれをしますよということを言っていることを住民に伝え

んといけんわけですよね。そのことを今、議会で決めてますよね。 

 教育委員会は、暮らしが大変になって教育費用が大変なときにはこれを組みましたよというこ

とを言ってるわけですよね。そういうこと言ってるわけですが。そういうことは今少ないんだけ

れども、町でやっているのでそれをぜひ使ってほしいということをこれから宣伝していかんとい

けんということですね、町長。その上に、これを確認しといて次聞きます。 

 今回、私、これは全部いいことやと思ってるので、どんどん住民に言わんといけんと思ってる。

ちょっと疑問点を言って申し訳ないんですけども、どれもどれも頑張ってなさったと思うんです

けども、髙島屋のローズちゃん号に５０万支援出して、見守り協定も結んでるわけでしょう。こ

の５０万というのは具体的にどんな事業になって返ってくるのかというのが分からないのが一つ。 

 ２つ目は、先ほど町に罹患者が出た場合には、小学校が休校としますということは以前から流

れていますよね。このときに学校休業になるということは、本来は学童保育も休業になると思う

んですよ。そこの質問ね。次、こういうふうに流れたんですよ。保育園の関係者が罹患した場合
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は保育園休業しますって流れました。しましたよね、ですね。ところが、そこで出てきた疑問で

す。小学校が休業になって保育園休業になった場合、都市部で起こってることですよ。親も休め

たらいいんだけれども、休業する中で子供の居場所がなくなっちゃう。こういうときには南部町

はこういうことも想定して、そういう場合には小学児童、少なくとも低学年ですよね。低学年や

保育園児を預かるところつくっておかなければいけないんじゃないかと思うんですけども、その

準備はしているのかという点。 

 それと、３つ目は、今困っているのは大学生とかですよ。上がってますよね、授業料半分返し

てほしいという声もあるし、バイトができない、授業に行けないので、仕送りも大変だというこ

とで、各市町村も含めて、いわゆる就学援助の幅をうんと広げて給付金のような形で出してると

こもあるんですよ。そういうことも考えられないかという点です。 

 最後には、これは細田議員も後で言うと思うんですけども、何よりも住民が望んでいるのは、

給付もそうですが、一番手っ取り早いのは税と公共料金の免除だと言ってるんですよ。ここはぜ

ひお考えいただきたい。今回、５月から水道料金が上がる予定です。町長は困るところに支援を

していきたいと言いましたが、困るところ、そしたらどないしてつかむんですか。今までやって

きた政府もそうです。困るところにやりたいって、仕方がないから税金を見て、所得を見て、低

い所得ってやってきたら、これ分断につながってきたわけですよ。一番やりやすくて手っ取り早

いのは、とにかく事業者も含めて、仕事してる人もしてへん人も年金暮らしも含めて、今回のコ

ロナで大変だろうから、一番どこに手をつけてやりやすいかっていったら、全世帯くまなくいっ

たら水道料金ですよ。そこを下げろと言ってるんと違うんです。今回上げるのやめませんかって

言ってるんですよ。これは私はここに座ってる議員の皆さんも一致するんじゃないですか。だっ

て下げろと言ってるんじゃない、考えろって言ってるんですから、それは町長、ぜひお考えなさ

いませんか。交付金は何に使ってもいいんですから。今言ってることを、支援策考えたいと言う

一方で、値上げせざるを得ないというの、これは私、根拠崩れると思うんです。私たちは値上げ

やめろと言ってきましたが、今回の言い分は延期してくださいって言っているんです。そのこと

については一考を要すると思いませんか。以上です。どうでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。 

○企画政策課長（田村  誠君） 企画政策課長です。事業説明書の２ページ、緊急見守り買物

支援事業という具合になっております。これ、何も今、髙島屋さんが走って、ローズちゃん号

だけではなくて、今のスーパーの密を避けるため、ドラッグストアとかある中で、そこら辺の

生活を維持する環境の中で、健康をいかに守るかというところで、確かにそういったローズち
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ゃん号の今、活動があるなという部分もあります。 

 また、ほかの事業者さんで実際にこうやって自粛が、規制がかかっている中で、店舗販売がで

きない、実際に移動販売に出てみたいがという問合せもあったもので、これはビジネスチャンス

も捉えて、コロナのときにそういった対策で５０万円というところを助成したいなと。 

 この５０万円の助成の内容なんですけども、車を維持するための経費、燃料費だとかそういっ

たところを、終わったときにどの程度の経費がかかったかというところで、最大５０万円までの

助成という具合に準備をしてるところです。これも緊急で雇用された人件費なども含めたところ

で、この事業を使っていただけたらという具合に準備をしているところです。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 教育次長、安達嘉也君。 

○教育次長（安達 嘉也君） 教育次長です。これまでの学校の臨時休業のときには、放課後児

童クラブのほうが開所をしていたということがありますが、今後仮に放課後児童クラブが開所

しないというようなこと、その場合には家庭でもやはりお子さんを見られるということが非常

に難しいという御家庭もあると思います。その際には学校に相談していただくということと、

学校のほうでもやはりお困りの保護者の方、お子さんについては受け入れるというところを小

学校のほうとも協議をしておりますので、そのような形で受け入れていくという形を取ってい

きたいというふうに思っております。 

○議長（秦 伊知郎君） 子育て支援課長、吾郷あきこ君。 

○子育て支援課長（吾郷あきこ君） 子育て支援課長でございます。保育園、それから放課後児

童クラブにつきましては、施設内発生をするまでは受入れを続けるという立場でずっと経営を

してきておりますけれども、保育士の中から感染者が発生したということになりますと、園全

体が濃厚接触の可能性がありますので、申し訳ありませんが皆さん自宅待機をしていただいて

保健所からの連絡を待っていただくという形になろうかと思います。濃厚接触者の特定が終わ

りまして、今のところ県の指針に従いますと１４日間は休園という形になっておりますので、

今後またこの方針が変わらない限りはそういった形になろうかというふうに考えています。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。皆さんの税を預かって住民の皆さんにサービスを

提供するのが行政の仕事なわけですから、こういうときに税をどうやって集めるかというのは

また大事な問題だろうと思っています。集められない方、無理な方、たくさん出てくるという

ことが今後予想されます。今の時点では、まだ県内３人しか発生してない鳥取県の中で、この

ことをなかなか議論しても皆さんまだぴんとこないのが実態だと思います。しかし一方で、飲
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食業や観光業等、ほとんど収入はないということであえいでおられる方もおられるわけです。

ぜひ、今ある制度を使いながら、税等は減免、そして免除の手続が取れます。取れますのでぜ

ひそういうことを行政のほうに御相談いただきたいと思います。また、今後収入が減った、仕

事がなくなったというようなこと、そういうことの全てのことについて、今、包括的に福祉事

務所等で相談を受け付けています。ぜひ皆さん、ささいなことでも結構ですし、不安なだけで

も結構でございますので、ぜひ相談してやってください。教育委員会や社会福祉協議会、それ

から福祉事務所、一緒になって相談に乗るような段取りをつけてますので、ぜひお願いしたい

と思います。 

 そこで、水道料金の話が今出ました。水道料金につきましても、私は税と同じ制度の中で、収

入が減った方、この方については減免も視野に入れながら考えていかなくちゃいけないと思って

います。収入が全くないのに、ある飲食業をやっておられる方は、基本料金は当然かかってくる

わけで、大変だろうと思います。そういうところからあえて水道料金を取るというようなことは

できないだろうと思っています。もちろん仕事がなくなっただとか、今日の仕事がない、収益が

ない方から水道料金を取るということはどだい無理だろうと思ってます。そういう方々はぜひ御

相談いただければ対応できるような制度をつくり上げなくちゃいけないと思ってます。 

 今の現状の中では、町長が認める場合のような非常に極めて災害の厳しい状況を想定したもの

しかありませんので、各課にはこのコロナに対する制度というものを、もう一度条例を見直しな

がら制度改正ができるものは制度改正をする、そういう状態に備えるということを課のほうには

申しつけているところでございます。６月議会の中で対応できるものやその後にまた対応してい

かなくちゃいけないもの、第１弾、第２弾、第３弾と順次この状況変化に応じながら皆さんの暮

らしを支えるということをしていかなくちゃいけないと思っています。一概にそれを猶予する、

全員に猶予するというようなことまでの考えは現状のところございません。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 最後、その水道料金の引上げをやめることをどう見るかという

ことになります。 

 町長の考えを聞いて思ったのは、町長は困る人は本当に何とかしてあげたいと思ってらっしゃ

るわけですよね。本当に困難なとこころに手を届くようなやり方をしたいんだと言ってる。これ

は私も大事なことやというふうに思ってるんですよ。 

 一方、そしたら今回の全国１人１０万円というの何で出たと思いますか。いろんな論議がある

中で、そんなこと言ったら金持ちにも行くやないかというときに、どうして１人１０万円って決
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めたと思いますか。この違いですよ。私たちが今言ってるのは、コラム書かせてもらった経済対

策として水道料金の今回引上げやめなさいと言ってるわけですよ。困難さを救助、ありますけど

も、町長は今ぴんときてない、罹患者が出ていないからぴんと出ていないって言いますが、生活

の体系、みんな変わったんですよ。町長もそうでしょう。自粛。孫が帰ってこない、息子が帰っ

てこないので、アスパルに買物に行ったらみんなどんどん買ってて、どこへ送るかといったら都

市部の孫や息子たちに送ってるんですよ。お金がかかってかなわんわって言いながら送っている。

そういう経過ありますよね。マスク買って、買ったらどうするかといったら、自分で使わないで

子供たちに送ってるんですよ。そういうふうにして連休に帰ってもこない孫たちの顔見たかった

けれどもと言いながら、みんなそれぞれが鬱々としたもん抱えて、自分の健康で人に迷惑かけれ

んわっていってやってるわけですよね。私はそこでの一つの支援策でもあると思っているんです

よ。応援ですよ、みんなよう頑張ってる、しんどいよねって。でも、うちの町ではこういうこと

をして皆さんと一緒に頑張りましょうと言ってるというのでは、うちの南部町でいえば、ほかに

比べて、下げろって言ってん違うんです、今までやったことやってくださいと言ってるだけです

から、その金額で住民に与える影響というのは大きいですよ。私があなたの立場やったらやりま

すね。だって一番全住民に影響してくるし、一番できることですもん。 

 それで、前回は３年間で１億ちょっとですけども、ここも延期してって言ってますから、延期

期間を決めて住民の暮らし応援にということにすれば、これは住民に還元することじゃないでし

ょうか、町長。私はぜひお考えいただきたいと思うのですが、いかがでしょうか。だから今すぐ

やれでなくて、考え方ですよね。困った人は大事だけれども、ぜひ来てくれって言いますが、町

長、おっしゃったように社会福祉事務所や社協に何人相談に来ますか。町長もおっしゃったでし

ょう。みんな我慢してるんです。みんな大変だけん、自分だけいいわと思ってその町民性もよく

御存じでしょう。そこで困った人は手を挙げろというのは田舎にはなじまないんですよ。 

 そういうこと考えれば、そこも見越して、大変だけど町のできることとすれば、今回、水道料

金の引上げについて見送りましょうと、このメッセージをぜひとも発していただきたいと思うの

ですが、ぜひお考えください。できませんじゃなくて、考えてみるまでちょっと引き下がってく

れませんか。どうでしょうか。考えましょうよ。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） なかなか申し上げにくいことも申し上げなくちゃいけませんけれども、

この税の制度だとか、それから水道料金の制度というのは、やはり一定大事なものだろうと思

っています。今の１０万円を配ったことというのは、これは経済対策だと思いますよ。ですか
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ら、皆さんこれは絶対に使い込んでもらいたい。この皆さんが非常に冷え込んでるこの中で、

この使っていただくことによって経済を支えるということは、僕は大事なことだろうと思って

います。 

 ただ、ここで水道料金が確かに上がりますけれども、そのことの水道料金が本当に経済対策に

なるのかどうか……（「なります」と呼ぶ者あり）私はならないと思います、そんなことでは。

そんなことではならないと思います。そういうことではないと思います。ただ、国保にしても、

固定資産税にしても、全てお困りになった方には減免の処置を取れる、そういう制度になってい

ます。そういう制度が今、つくられています。ですから、本当にお困りの方たちには手厚い支援

というものをしていかなくちゃいけないと思っています。ぜひその辺りんところも御理解いただ

いて、全員にくまなく１０万円配ったのと同じように町民全員元気が出るように公共料金を下げ

ろということに対しては、町長としてここで、じゃあやろうということはなかなか申し上げられ

ない、このように思っています。 

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番、板井です。私は、先ほど、田村課長の答弁について聞い

てみたいと思います。 

 頑張ろう飲食業応援緊急支援事業なんですけれど、先ほど言われたように「食のみやこ鳥取県」

緊急支援事業で同じようなものがあって、これに上乗せをしたいということだったんですけれど、

今まで相談窓口としてそういった飲食店含めて、そういった事業者の方々からどのような声を聴

いて、どのように考えられてこういった支援策を設けられたのかというところと、もう一つはこ

の「食のみやこ鳥取県」緊急支援事業は、公共施設に関わる、例えば緑水園だとか、野の花だと

か、そういったところは対象外になっているということを聞いています。そういったところに対

する支援というものは、この今言われた町単独の支援事業には該当するのかどうなのか、その点

について聞いてみたいというふうに思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。 

○企画政策課長（田村  誠君） 企画政策課長です。１点目の事業者の方々からどんな声を聴

いてこの施策をということでしたが、今、スタンプラリーでお世話になっている２２の飲食店

の方々全てに聞き取りを行いました。その中でゴールデンウイークに向けて、あっさり休業し

ますよという方もおられましたし、そんな中でも弁当などを作りながら新たなところで取組を

進めたいということも聞かせてもらいました。 

 それから、当面のお金のつなぎの辺の話も聞かせていただく中で、やはり何人も雇用しながら



－67－ 

というような飲食店は少なくて、家族的な経営のところが多かったものですから、今回の特別定

額給付金をもらってから、今度はあっさり休まれる方については国の持続化給付金の個人事業主

のところに問合せをしてみたいというようなところを声を聞きました、そこら辺は国のそういっ

た支援を使いながらやられるんですねと。 

 一方で、休まずに頑張っておられる方のところで、県がもう前もって事前に公表してたこうい

った施策もありますよというのはぜひ使いたいと。ただ、その１０万円の中ではなかなか出る経

費があったり、１人、２人を雇用しているところではなかなか難しいという声がございましたの

で、新たに町のこの町版としてさらに１０万円を上乗せするという頑張ろう飲食業応援緊急支援

事業を思いついたところでございます。 

 それからもう一個、公共施設、確かに県のほうに問合せをしますと、飲食店の営業許可の名前

が事業者じゃないといけないだとか、そういったところで今、県ともう少し具体的なとこの詰め

で本当に公共施設内に入っている事業者では使えないかというところの詰めをさせてもらってる

最中ではあります。そこで、万が一そういったとこで使えないといった場合に、今回の町が準備

した補助金では「食のみやこ鳥取県」の緊急支援事業補助金が採択されなかった場合は、２０万

円をその事業者には同額出したいというところで補助要綱のほうも整えておりますので、御理解

いただきたいと思います。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番の板井です。本当にそういったような形で支援をしていた

だく、町内のそういった飲食店、また宿泊してるところに対して町としてもバックアップをし

ていくということは本当に事業者の方にとってはありがたいことだろうというふうに思います。 

 答弁の中でもう一つ、町職員の皆さんがお昼のお弁当とかそういったものを４０食ぐらいずつ

取っているということも話を聞いたんですけど、その辺もちょっと町民の方にＰＲというか、し

ていただけないかなというふうに思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 企画政策課長、田村誠君。 

○企画政策課長（田村  誠君） 企画政策課長です。現在、テークアウトのみをしていて配達

ができないという事業者の方がおられます。そうはいいながらもなかなか店舗に取りに行くと

いうことが難しい。そんな中で、我々企画政策課の職員で思いついたのが、天萬庁舎、法勝寺

庁舎、すこやかなどなどの職員の方々から、弁当取りましょうキャンペーンウイークというこ

とで、今週の１１日から町内の４店舗の弁当のテークアウトをしているところから現在注文を

取って、１日大体４０食程度、それを職員のほうが取りに行って役場のほうで配付して料金徴
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収するというようなところでのお手伝いをというか、御協力を今一生懸命やっているところで

ございます。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ８番、板井隆君。 

○議員（８番 板井  隆君） ８番、板井です。そういった前向きな方向で町のそういった事

業者を支援していこう町の職員の皆さんの行動に敬意を表したいと思いますし、また、先ほど

町長、水道のことで言われました。私も町長の考え方に賛成だというふうに思いますので、や

はりだんだん弱くなっていく人たち、そういった人たちをこれからは助けていく、そういった

ことにぜひとも支援の輪を、支援の体制を整えてほしいというふうに思いますので、よろしく

お願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） ９番、景山浩君。 

○議員（９番 景山  浩君） ９番、景山です。私も今回の予算の個別ということよりも、こ

れ第１弾ということで、かなり対症療法的な、表面的に上っ面をさっとなでるような感じの予

算組みといいますか、施策になってるなというふうに感じます。第２弾、第３弾と多分続いて

いきますんで、町長の考え方を少し伺いたいなというふうに思います。 

 今回のコロナでほぼ全ての人がいろんな影響を、悪い影響を受けているわけですけれども、や

っぱり一番厳しい影響を受けていらっしゃるのは、収入が減っていく、ないしはお仕事がなくな

って収入が途絶える、こういった方が一番大変なわけです。それに反して、ほとんど収入に関し

ては全然変化ないよという方もかなりいらっしゃって、この濃淡が物すごい、ギャップが非常に

大きいと。限られた財源で町民の皆さんの生活守っていくためには、やっぱり大変困っていると

ころを何とかしていかないといけないと。 

 ですから、困った状態で何かが不足してるからそれをあげますではなくて、困った状態自体を

何とか防ぐとか繕って困っていない状態にするということが多分必要なんだろうなと、一歩も二

歩も突っ込んだような施策というのが今後必要になってくると思うんですが、その本当に困って

いる方といったらやっぱりフリーで働いてる方で、お仕事が止まっちゃったと。ないしはお勤め

先の企業が、売上げががんと減ったり事業の継続が駄目になって雇用の不安におびえておられる、

ないしは今、お休みになっている方も非常にたくさんいらっしゃいます。こういう個々の方をど

うのこうのということももちろん大事なんですけれども、やっぱりお勤めの方ですと、その企業

を支えることをやって正常なサイクルの中で安心して給料もらって安心して生活できる状態とい

うのを今まであんまり町がこういうことをやってきたというのを記憶がないですが、本当に緊急

な事態ですので町も考えていかないといけないというふうに思うんですけれども、第２弾、第３



－69－ 

弾、国ももちろん考えるでしょうし、町としてももし足りないことがあったり、もっとこうやれ

ばいいなということがあれば、町長にどんどんそういった政策進めていただきたいんですが、そ

こら辺のところをお考えをお聞かせください。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長です。大変難しい局面にある中で、難しい御質問いただいたなと

思ってます。 

 いよいよ１４日に国の方針が出ると思います。日々刻々と変わっていまして、先ほども申し上

げましたように、今、財務大臣も金をばらまくというようなことの第２弾、第３弾の話も出てき

ました。一番厳しかった財務省も、これは緩めなければ大変なことになるというような局面に達

してると思います。 

 一方で、経済を、１０万円を配ってじゃんじゃん使ってもらいたいんですけれども、既に少し

緩めたヨーロッパや韓国等が、既に少し緩めたところでコロナが蔓延して、またしぼめなくては

ならないというような厄介な現状も見えてきました。間違いなくこれから日本は緩めれば感染が

広がる、もしかしたら学校が続けられないような状況もあるかもしれませんし、あってはなりま

せんけど院内感染であったり、高齢化率が３７％もあるようなこの南部町の中で、そういうこと

が広がったときの課題や問題というのは本当に厳しいものがあろうと思ってます。 

 まずは、そういうコロナを蔓延させないという三密を防ぎ、新たな生活スタイルを皆さんとと

もにもう一遍確認しなくちゃいけないと思ってます。そうした場合に、じゃあ経済は、飲食はど

うするのかという問題をどうやって解決するのかということが、やはり私たちの知恵の見せどこ

ろだろうと思ってます。 

 私は、まずは今、一日も早く１０万円を町民の皆さんに配ることだと思ってます。そして、そ

れに併せてその１０万円をさらに１１万円、１２万円使えるような仕掛け、町内で使っていただ

けるような仕掛けで経済を少し元気づけなくちゃいけないと思っています。そういう仕掛けを今

後考えながらやること。 

 もう一つは、先ほど次亜塩素酸水の話をしました。町民の皆さんに自由に使っていただけるだ

けのものをやっていこうと思っています。ただ、使い方に非常に繊細なものですんで、使い方一

つ間違えると単なる水になってしまいます。その辺りの基本的な使い方のことをきちんと伝えな

がら有効に、殺菌力も非常に十分ありますので、使い方さえ間違えなければ有効な手だてになろ

うと思っています。これを町民の皆さんにずっと使っていただけるように、配布していけるよう

な仕掛けも町内の中でつくっていこうと思っています。 
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 感染を蔓延させないということ、それからさらには経済を何とか回していかなくちゃいけない

ということ。そういうことを議会と協議したり相談したり情報を共有したりしながら、ぜひ南部

町が、感染者がどんどん広がって経済も立ち行かないというようなことがないように私たちも最

大の努力をする見せ場だろうと思っています。 

 職員も今、一生懸命頑張ってますので、まずは１０万円を一日も早く地域の皆さんに配るとい

うことに一生懸命頑張っています。ぜひ議会と一緒になってこの間、難局を乗り越えたいと思っ

てますので、ぜひよろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） ９番、景山浩君。 

○議員（９番 景山  浩君） 町内ではまだあんまりそこまでひどい話は聞きませんけども、

やっぱり米子とかそういうところでは、毎月毎月何十万、何百万が垂れ流しになっていく状態

というのは、そうそう長い先まで企業としても耐えられない、事業主、事業者としても耐えら

れないと。その方だけではなくてそこにお勤めの方、皆さんがやっぱりそこで不安をお感じに

なってる。ですから、１０万円ずつもらったり１００万円とか２００万円の持続化給付金をも

らっても焼け石に水という、本当に困ってる自分たちには何にも支援策はない、助けてくれな

いというふうに思いがちの方というのは結構出てきているようです。ですので、今までのずっ

とやってきたような支援策では多分これはもう支えることはできないので、一歩も二歩も三歩

も踏み込んだような施策というのをぜひ、私たちも提案したいと思いますけども、執行部のほ

うでもお考えをいただきたいなというふうに思いますので、よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。町長としての仕事で共済組合の理事もやってまし

て、緑水園と同じように三朝町の渓泉閣というところの理事もやっています。そうしますと、

三朝は全組合共同で今、営業を停止しています。現実どうなってるのかと聞きますと、一人も

首を切らずに全部の雇用を継続させて雇用保障しているそうです。 

 ただ、一方では、ハローワークに聞きますと、そういう方たちがたくさんおられて、ダブルワ

ークでもう一つ仕事がないだろうかというような声はあるんだそうです。私も仕事を失った、私

も仕事を失ったというのは、一部の夜間の接客業をやってた方々たちが仕事がなくなって、昼間

の事務にやりたいだとか、今一人で、フリーで仕事をやっておられた方等々が全く仕事がなくな

って全く仕事の当てもないというような方もおられると聞いています。 

 今後、こういうことが続いていった場合には、失業対策事業ということも考えていかないとい

けないだろうと思ってます。町の中で仕事をつくって、失業対策として雇用していくということ
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も必要になってくるかもしれません。ぜひそういうことが起こらないところでコロナをうまく乗

り越えていかなくちゃいけないということがやっぱり大事なところだと思いますし、そこはやは

り国の経済対策というのが一番大きな部分だろうと思っています。 

 金利が上昇しないことを前提にしながら、私はしっかりと国は地方にお金をまくことが一番の

今回の対応策だと思いますので、ぜひ今後そういう機会がありましたら、そういうことを国に対

しても言っていくということをしなければいけないと、こう思ってるところです。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。 

 ４番、長束博信君。 

○議員（４番 長束 博信君） ４番、長束です。私の言いたいことは、皆さん言っていただき

ました。 

 何点か確認したいのがあったんですが、ちょっと確認で教えていただきたいんですが、新型コ

ロナウイルス感染症対策事業ということで、５４０万のいろんな部品をそろえますが、配付先と

かいろいろあろうかと思いますが、これで足りますでしょうかね。当面のことだろうと思うんで

すが、もし足らなければ第２弾、第３弾の部分に考えておられるのかどうかいうことですね。 

 それから、ちっちゃいことですが、マスク作成用ミシンなんてありますが、これはどこがお使

いになるのかなというようなことでございます。 

 それと、１点、介護デイサービスですか、こちらのほうに影響は出ていないのかなと。私の近

所でも通う機会を減らしておられます。密になるということで、そういうことで健康状態は把握

はどのようになさっておられるのかな、こういうことを確認したいと思います。 

 それと、先ほども出ましたけれど、持続化給付金ですか、制限があって５０％以下だとかです

か、そういう制限があるようですが、個人事業主さんなんかは非常にそういう計算もなかなか難

しいようでございます。例えば４８％ぐらいだったらもらえないとか、僅かな、例えば２割減だ

とか３割減だとか、そういう方は申請してもアウトですから、その辺の単町でできる支援がある

のかどうか、なけねば県とか国とかにそういうのをぜひ……。何か南部町はやっぱり珍しいもの

いったらおかしいんですが、そういうものを、うちはこれやるんだという特色がやっぱり一つ欲

しいなという気がしておりまして、そういうお考えがあるのかどうかお伺いしたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） 答弁の前に休憩を取ります。テープの時間が来ておりますんで、換え

ないと駄目だということなんで、ちょっと休憩を取ります。 

午後４時５２分休憩 

------------------------------------------------------------ 
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午後５時００分再開 

○議長（秦 伊知郎君） 再開をいたします。 

 現在５時ですので、ここで延会の御案内をしておきます。よろしくお願いいたします。 

 それでは、長束議員の答弁のほどをよろしくお願いいたします。 

 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。長束議員から今回のこの補正予算の中でどうなの

か、十分なのかということですけど、全く十分ではございません。これはあくまでも制度の中

で、まず、今やらなければいけない最低限のことを取り組ませていただきたいと思ってます。

第２弾、第３弾とやっていかなくちゃいけませんけれども、私は南部町としての特色あること

も必要だろうと思ってます。企業、１企業ずつを支えるような仕掛けを１つの町でやれば、当

然とんでもないことになってしまいますからそんなことはできません。町民の暮らしに、どこ

を支えるべきなのかということを十分吟味しながらやっていくこと、さらには先ほども出てま

したように県の制度や国の制度もたくさんあります。そういう制度とうまく併せて、併せ業で

さらに効果を上げるということが大事だろうと思ってます。 

 先ほどから申し上げてますように、まずは今、せっかく１０万円を皆さんのお手元に配ります

ので、その１０万円を有効に使っていただくような仕掛けというのが、まず急がなくちゃいけな

いことだろうと思ってます。ぜひ皆さんと力を合わせながら頑張っていきたいと、このように思

ってますので、よろしくお願いします。 

○議長（秦 伊知郎君） 防災監、田中光弘君。 

○防災監（田中 光弘君） 防災監でございます。長束議員からの御質問で、少し加えさせてい

ただきます。 

 まず、この今回の計画の中で、消耗品関係、こちらについてはほぼ備蓄として使用したもの、

これを回復しようというものでございます。また、今後新たに発生する可能性もありますので、

こちら早期に次の準備の体制も取りつつ、備蓄品等含めまして消耗品を購入したいと考えており

ます。 

 そのほか、防護服等に関しましては、これは職員の中にもし感染者が発生した場合の対応とし

まして、消毒をするためにこの防護服というのは非常に重要なものでございます。したがいまし

て、今回５０セット、こちらを準備しまして対応できるように計画をしております。 

 そのほか、マスク作成用ミシンというのがあります。こちらはすみれこども園とひまわり保育

園のほうから、やはり通常、こういう時期ですので、やはり布マスクを自分たちで作り準備をし
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たいというそういった強い願いもありまして、今回このようにマスク作成ミシンを２台準備をし

てございます。計上しております。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 以上、答弁よろしいですか。 

 ４番、長束博信君。 

○議員（４番 長束 博信君） 長束です。町長が特色あるものを何か考えていくということで

すので期待しておりますが、第２弾、第３弾のあたりでぜひ目立つものをしていただきたいな

と思ってます。 

 それと、１点、子育て世帯に各１人ですか、１世帯ですか、１万円給付がありますが、これが

３月まで、３月いっぱいまでに出生された方というふうになってますが、例えば今こういう状態

が続いておりますが、４月、例えば生まれた方はどうなのかなと、こういう心配しとる。同じよ

うな条件が続いておりますので、この辺りもぜひ申入れをしていただければ、要請をしていただ

ければありがたいなと思っていますので、この辺も考慮入れていただきたいと要望しておきます。

以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） ７番、仲田司朗君。 

○議員（７番 仲田 司朗君） ７番、仲田でございます。まず、１点、１ページ目の分散勤務

等の業務継続事業についてお聞かせ願いたいと思います。 

 全国的にもこの新型コロナウイルスの感染症の格好でテレワークというのが今されておるとこ

ろでございますし、在宅勤務というような問題もあろうかと思いますが、まず、役場の中でこの

いろんな消耗品等を購入されてテレワークなりサテライト化をされようということでございます

が、具体的にどんな体制でやれるのか、あるいは各課に何名を残して交代で勤務を１週間に１回

なのか毎日交代するのか、その辺のところもお聞かせ願いたいと思いますが。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。分散型の勤務と、それで業務を継続して

いくという目的でございます。 

 まずは、従来の役場の執務室ではやはり密室といいますかね、三密になってまいっております

ので、それを分散して業務を継続していこうというものでございます。現在、現時点でも４月の

末くらいかな、５月に入ってからかもしれませんけども、総務課４名と企画政策課４名を東西町

のつどいのほうでもう既に勤務をさせております。その部分はもう分散という形になっています。

それから、すこやかについても、会議室がかなりありますので、子育て支援課、健康福祉課、福

祉事務所、それぞれ会議室をフルに使いながら密を避けるといったことをやっております。それ
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から、天萬庁舎も同様でございまして、教育委員会、産業課ございます。その中で今使っていな

い、平常、施設封鎖しておりますので、公民館の利用とかございませんので、広く活用できます

ので今のところはそういったところで分散をさせながら勤務をしているところでございます。 

 ただ、今後鳥取県の方針、国の方針もありますけれども、徐々に緩和していく、施設利用につ

いても徐々に緩和していくということで、公民館教室であろうとか、あるいは健康の関係、乳幼

児健診ですか、そういったところも加味しますと、そういった会議室が逆に使えなくなる。元の

体系に戻ってくるということが考えられますので、その先には在宅ワークということも視野に考

えているところでございます。その準備を今現在やっておるところでございまして、例えばＷｉ

－Ｆｉ環境が家にないとか、そういった方については従来の執務室で執務をする必要があろうと

思いますし、有線が引いてあって家のほうで勤務ができる、８時３０分から５時１５分まで家で

勤務ができるという状況があれば、随時その方も在宅での勤務に持っていく必要があろうと思っ

てます。今現在何人をそこに持っていくかというところは、今議会が終わってからの課長同士の

話の中で決めていかなければならんというふうに思ってます。役場の継続業務が、継続すること

がやはり地域の住民さんの安心、安全につながるというふうに私どもも思っておりますので、そ

ういったことで今回の予算を上げさせていただいた次第でございます。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） ここで済みませんけど休憩を取ります。システム障害だそうですので。 

午後５時０９分休憩 

------------------------------------------------------------ 

午後５時１０分再開 

○議長（秦 伊知郎君） それでは、再開いたします。 

 ７番、仲田司朗君。 

○議員（７番 仲田 司朗君） 先ほどありました分散型の問題でございますけれども、特に役

場の中で感染したら役場の業務がもう各担当課だなくて全体がもう動かないという状況になっ

てくるわけでございます。２週間という法律的な問題がありますが、ですからそれを分散する

ためにリスク回避ということは大変重要だと思うんですが、それと併せてやっぱり個人情報と

いう問題が出てくる可能性がありますので、その辺も多分御理解されながらやっておられると

思うんですけれども、特に在宅でもしやるということになると、いろんなデータを自宅に持っ

て帰るというような格好になったときに、やっぱりこういうリスクの問題がいっぱい出てくる

可能性があるんですけれども、在宅までしちゃいけないとは思うんですけれども、そこの辺の

捉え方は今のところどういう検討されているのかちょっと教えていただけたらと思いますが。 
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○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。やはり在宅ワークとなりますと個人情報

であろうとかそういったとこのシステムを使ったところの弊害というのが出てくるかと思いま

す。ただ、それを守りながら各自治体でもされてるケースがいっぱいありますので、県の情報

センターであろうとか情報政策課であろうとか、そういったところといろいろ相談をいたしま

して、これだったら大丈夫だろうというような方法で在宅ワークを行ってまいりたいというふ

うに検討してるところでございます。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありますか。 

 ７番、仲田司朗君。 

○議員（７番 仲田 司朗君） 最後でございます。時間も大変経過しまして大変申し訳ないん

ですけれども、これで終わりたいと思いますが、特にこの分散型というのは下手をすると町民

の人は何かこういつも家におったり、あるいは遊んじょうだないかなんていって思われること

がある可能性もあります。ですから、こういうところで実際コロナウイルスの関係で在宅ワー

クなり、あるいはそういう分散型でこんなことをしてますということをやっぱりＰＲしていか

ないと、何か誤った誤解をされることがあろうと思います。ですから、やっぱりしっかりと自

分たちはそのためにここで仕事をしてますよということを町民の皆さん方にＰＲしていただき

たいというように思います。そうしないと、いいものを、自分たちはいい格好でやってるんだ

けど、何か町民の皆様は誤解をされる可能性もあるんじゃないかなと私は思います。ですから、

役場が役所の人はこんな格好で仕事をしてます、町民の皆さん、安心して私たちはこんな仕事

をしてますということをきちっと言えるような体制づくりというのが必要になってくるんじゃ

ないかなと思いまして、あえてこの分散型の業務につきましては提案させていただいたところ

でございます。その辺について何か御意見等あればお伺いしたいと思いますが。 

○議長（秦 伊知郎君） 総務課長、大塚壮君。 

○総務課長（大塚  壮君） 総務課長でございます。御懸念されていることはよく分かります。

役場の職員が家におって仕事しとうだかしとらんだか分からんというような御批判もあろうか

と思いますけれども、新型コロナ、今回のことを躍起にしてではないですけども、国といいま

すか、働き方も随分変わってくるというふうに思っています。今までは役場で仕事をしてまし

たものが、これからはいろんなところで仕事ができるようなそういった働き方にもなってくる

かというふうに思います。議員御指摘のとおり、ＰＲできるところは積極的にＰＲして役場の

活動というものを御理解いただきたいというふうに思っております。よろしくお願いします。 
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○議長（秦 伊知郎君） ほかにありませんか。 

 １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） すみません、時間は押し迫りましたが、今回の補正予算、地方

創生臨時交付金が１，１００万で、中身については、各議員が本当に質問した中身についても

真壁議員が一つ一つ、初めてですね、陶山町長をここまで応援されるような質疑されたのは、

ちょっと僕の出番もなくなっちゃっただないかというような気がしましたが、ここで私、一つ

目引いたのが、教育委員会が児童生徒就学援助・奨励事業で１４０万、このぐらいの２０人程

度の家庭の困窮者で、そういう子供さんが出るだろうという予算立てられました。教育委員会

がこのように、だろうというそのような対策が必要であるという予算立てた中に、これは教育

委員会ばっかりじゃないだろうと。 

 町長の一番最初のあった現状、新型コロナへの町内の影響などこのペーパーを読ませていただ

いても、特に経済面、誘致企業ではミトクハーネスには生産調整をかけていると。ＴＶＣでは５

月から生産量は半減になってる。雇用助成金等はされますが、フレッシュ電子なんかへ発注がな

い状況だと。それと、緑水園の雇用なんかでは、緑水園なんか正職員９名のうち３名は勤務して、

した人に常務に従事、残る６名が１名ずつ交代勤務し、電話でお客様に、業者に対応、休業でも

できることに取り組んでる。その他パート職員８名とその他のアルバイト若干名あるが、休業に

より勤務していないと。このように、町内、現実にこのような状況というのは町長も把握してお

られるようでした。 

 国はこの南部町にこの交付金が９，０００万入ってきたと言っておられます。第１弾が１，１

００万ここへ使われました。この第２弾、第３弾があろうと思いますが、お聞きしましたならば

中が何か銘々ばらばらじゃないですけど、町長の頭の中にあろうと思いますが、ここにおられる

教育委員会、今出ました。まだあろうと思います。給食料の問題。病院ではあると思います、医

療費の問題。子育て支援では、言われました、もしも止まったとき、子供の預ける場所が云々と

いろんな問題が出ると思う。こんなのをこの交付金が使えれば、何でもありきでできると思いま

す。産業課も一緒、建設課も一緒、税務課も一緒です。同じ料を持っておられるとこがたくさん

あるんです。それらの情報を一堂に会して、町長が今ずっと言ってました。町民の生活、安全を

守ると言っておられます。一番困るのはそのような低所得者だないですけど、現場で日銭が稼げ

ないとこか、いろんなことが困ってる。もろにかぶってくるのは料と税金なんですよ。これに対

する対策をぜひとも、ここにおられる課長さん方、一堂に会して、国はこの９，０００万使える

メニューを５月中に出せと言っておられるようですよ。まだされてないようですね。それらの中
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で必ずいろんな問題が起きてると思う。今回はこれ、何でもありきみたいにやってあるようです。

公営企業でも、企業のやつでも借金に返さなければ何でも使ってもいいというお墨つきもあるよ

うです。これらを本当に知恵を絞ってやっていただきたい。これが第２弾、第３弾とも楽しみに

しています。これは地方創生に係ると思う。 

 町長は一番よく知っておられると思う。これをぜひとも、早速ですが各課長に流したって言っ

ておられましたが、流しただけじゃまだまだぬるいじゃないか。いろんな問題が町民の一番困る

のは、弱者にこいつがかかってくるということです。これに対する政策を本当に早めにして５月

中にまとめて国に上げる。９，０００万じゃ足らないかもしれません。足らんなら足らないで出

して国からまた第２次補正、第３次補正でも取ってくると。 

 一番現場で厳しい料を持ってるとこと税を持っている税務課、産業課、建設課、教育委員会、

もちろん病院の一部負担等ありますが、健康福祉課も一緒です。そんなのを一堂に会した対策会

議をしていただきたいし、そのような町長の町民を守るという姿勢についてやっていただきたい

と思いますけども、町長、いかがでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。議員のおっしゃるとおりでございまして、今この

臨時交付金の調整をして県に協議をするのが今月末になっております。したがいまして、私が

思ってるのはこの１４日、国の方針によって動きます、間違いなく。その動いたときに、では、

一体町として何をするのかということが問われるだろうと思ってます。経済が少し音を立てて

動く、そんときに町民の安全も守りながら経済を支えていくような仕掛けが要るだろうなと思

います。また、そうしていれば必ずコロナがまた広がる。そのときに緊急対策また打たなくち

ゃいけない。ですから、一遍でぽんと終わるようなものではない、長い長いこれからの闘いが

続くと思いますので、ぜひ今のことを見詰めながら未来のこと、コロナの後のこともやっぱり

考えていかなくちゃいけないだろうと思っています。皆さんと十分に、議会とも十分に協議し

ながら町民の暮らしを守っていく、そして経済を守っていくということに尽力したいと思って

ます。 

○議長（秦 伊知郎君） １０番、細田元教君。 

○議員（10番 細田 元教君） 何か一般質問しちょうやな感じですけど、要は今回一番問題に

なった、俺問題になるのは税と料だと思う。今、町長は国の政策やいろんなことを駆使しなが

らすればいい、やるって言われましたが、それも限界があると思う。１０万円もらう、最初は

３０万だよ、国の。３０万もらうだというあのいろんな所得制限があって本当に大変だった。
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一律１０万だってみんなが一遍に喜んじゃったんだけど、そのように、うちは、私やち一番現

場のもん、一番よう……。困ったところの人は議員さんに相談してるんですよ。役場は敷居が

高いって言っとるわ。そんなんでやっぱりここの課長さん等は現場で一等よく知っておられる

と思いますので、そんなの声を拾い上げて、新しいまちづくりですけん、一つの。それと、コ

ロナは大変怖いです。怖いけども、上手に付き合わないけんと思う。そうして経済活性させな

いけんと思う。だって、ワクチンや薬がないもん。このようにして上手に付き合って感染者を

出さずに、ようなことをぜひとも今度検討していただきたい。検討ではいけんだ、やっていた

だきたいということを再度確認して終わりますが。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） ノーはないですよ、それは。もうもちろん一生懸命やらんといけん。 

 税や料のことについては、しっかりやっていく必要があると思います。まともにやったところ

で、皆さんの経済が回らなければ間違いなく来年というか税は集められないわけですから、とに

かく経済がしっかりと回ること、そして疲弊させないことがやはり大事だと思ってます。その中

でもやはり困ってる方がおられたらそこを支えていくということが大事だろうと思ってます。役

所が敷居が高いと言われないように、改めて敷居を下げるための方策をまた検討していきたいと

思います。どうぞよろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありますか。 

 １２番、亀尾共三君。 

○議員（12番 亀尾 共三君） １２番の亀尾でございます。たくさん何とか町民の支援をする

んだという皆さんのそういうことで執行部に投げつけられる声を私も聞いて、本当だなと、ま

さにそのとおりだと思うんです。 

 それで私は、実は午前中の全協でほかの事業が減額が出ておりまして、その中で基金のほうへ

積み立てるというというのがあって、一体幾らでしょうかということを言った。即時だったので、

ペーパーで出しましょうということでペーパーの配付がありました。普通会計の基金の合計が３

１億何がしあるわけです。ほかに国民健康保険だとか太陽光発電の、それらを乗せますと、全部

で南部町の基金の総額が３２億２，９００万何がしあるわけなんですね。私は、この金を全部出

せとかそういうんだなしで、それで九千何百万ですか、国が地方に交付金出すんだけれども、そ

の中でもそのことにプラスすれば、この基金を不足の分にはやっぱり出すべきだと思うんです。 

 私が言いたいのは、水道料金をぜひ値上げの実施を延期してほしいということなんです、すべ

きだと思うんです。町長がこれについては、水道料金については個々の状況によって考えたいと
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いうこともあったと思うんです。私は、じゃあどうして今の前年、通年、前年とか比べて減った

のがどういうこと、全部それ出さんといけんわけですよ、資料を。個々にやると水道料金はちょ

っと置いておいて、ほかのもんになると、もらうハードルをクリアする事業、あるいはそういう

事業があるんで、ところがそれにかからん人もいるんですよ、その関係のない仕事の。 

 ところが、水道は、大木屋地域は別なんですけど、それはそれ以外の方が、全町民が恩恵を受

けるんですよ。つまり公平を一番感じてるとこなんです。それでさらに言えば、魅力あるまちづ

くりだということを何とか宣伝するところで、子育てだとかいろんなことでやっておられますね、

住宅の補償だとか三世代のことだとか、そういうことをやっておられるんですけど、水道も非常

に大きなこと。水道は空気に次いで大事なことなんですよ。だから私はぜひ、町長、住民からで

何でこの時期決めとったのをするだということに言う人もいるかもしれないが、しかし、こうい

うコロナの状況で収入面は不安はあるし、既に収入源を奪ってる人もいるんですから、ですから

この機会に実施を延期したいという英断をぜひ下すべきだと思うんですが、どうなんでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長です。今日、何回かこの御質問いただいたんですけれども、私と

してはこの水道の経営ということの責任も持たなくちゃいけないと思っています。このままで

経営ができるということであれば、これは英断も何もないわけですけれども、非常にいい顔は

できますけども、今の状態というのは極めて特例の状態にしたわけです。これは議会でも議論

があったように、３年間低いほうに合わせるという特例を使いました。そしてそれに対して一

般財源を投下して３年間やったわけです。ですから正常な状態に一回戻して、その中で非常に

生活に困窮される方、事情のある方、これに対してはその事情に合わせて減免をしたり減額を

したりということはできると思います。しかし、今の状態をまたさらに延ばしながらというの

は、これは町長として非常にまずいと思います、政策としてですね。 

 町民の皆さんの暮らしを守るという意味で水道料金をじゃあ３か月減免して、本当にそれが守

ることになるのかどうか、町長としていい顔がしたいんですけれども、非常にそこは悩ましいと

ころです。私としましては、今、皆さんに、よし、分かった、言っていただいた料金まで一回上

げさせていただく、そしてその中で非常に困窮された方に対しての対処をまず考える。税に対し

てもそうです。払えない、困ったという方も絶対出てきます。そういう方に対しての手厚い支援

ということを考えながら、町民全員で支えていただきたいと、このように思ってるところです。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに質疑ありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 
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○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

 まず、原案に反対者の発言を許します。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 原案に賛成する意見を述べさせてください。よろしいでしょう

か。 

○議長（秦 伊知郎君） 原案に賛成ですか。 

○議員（13番 真壁 容子君） はい。今回のコロナ対策の予算には賛成いたします。国からの

全面的な交付金です。 

 これは細田議員がちょっと言われましたけれども、国会を見ておりましても町長発してやって

いる与野党そろって今回のコロナ予算には賛成をしてきております。なぜかというと、それはや

はり緊急事態に起こっている国のお金どう使っていくかというころでの野党、与党の判断だとい

うふうに私は考えています。 

 そこで一つ、今回の出されてきた内容が、本当に住民が応援することになってほしいし、利用

できる方々には利用していきたいので、私たちも住民に届けることには精一杯努力したいという

ふうに考えているわけです。 

 その上で町長にお願いがありますのは、次、２次、３次の補正予算が出てくると思いますが、

申し訳ありませんが、町長が困った人の対応をするという対応では、私は申し訳ないが、今の世

界中で起こっているこのコロナの危機と政府が取り組んでいる緊急予算と２次、３次補正もあの

財務省の大臣も必要だと言った今のこの体制に合っていないのではないかというふうに思わざる

を得ないんですよ。細田議員がいみじくも言った３０万の予算がどうしてポシャってきたかです

よね。線引きですよ。 

 ドイツのメルケル首相なんか言ってましたけども、今、望まれているのは緊急性が望まれてい

るんだって言ってるんですよね。緊急性も政治の大事な判断なんですよ。本当に困ったとこに行

くの大事だけれども、その時間で審査してる間がないからとにかく出すんだと。高齢者対策とい

うので後で税で返してもらいますよと、こう言ってるわけですよ。これを世界中でやったわけで

すよね。遅かったのが日本ですけれども、私は町が特色ある政策とかではなくていいから、今の

住民が本当に何を望んでいて応援するのかという点でやってほしいと思っています。 

 やっぱり困った人を救うというのは、これはコロナ対策じゃなくても地方自治法と憲法の下で

は、日本の政府は自治体がやってきたことです。そうではなくて、私たちは困った人に手を差し
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伸べるのやめろとは言ってるわけではないんですよ。そこにも当然やるけれども、今望まれてい

ることで何かという点でいえば、緊急対策としてやるべきことはあるのではないかという点です。

そういう発想に至らなければ、ほかのいろんな取り組んでくる中で、町の特色というのはどこへ

出すのかなというふうに私は思っています。 

 町の特色を決めるのは住民の暮らしです、実態。そこからどうかということ。困ってる人とい

うのであれば、今度６月議会でそういう提案してきたら、困ってる人はどこが困って、どこまで

が困ってると認定してやったのかということになるんですよ。だから、困った人が対応するとい

うから敷居が高いと言われてるんです。困った人の全部に対応していないからです。 

 そういうことを考えて場合、目をつぶっていらっしゃいますが、私はぜひしていただきたいの

は、担当課も含めて今、日本中で自治体がしてくる水道料金の全額免除、学校給食費の免除、そ

れからよくやっているのは、今のこの時点で滞納対策を一切やめるということ取ってるんですよ、

ほとんどの都市がね。なぜそういうことを今、緊急としてやっていくかということですよ。今の

事態をどう見てるかということに関わってくると思うんですよ。 

 そういう意味でいえば、今度する対策については２つのことですよね。感染拡大防止のために

はＰＣＲ検査をより多くできるような手を打つために町も努力すること。同時に、住民に協力を

というのであれば、住民の暮らしを守るということを保障していくという立場に立って対策を考

えていくという立場で頑張っていただきたいというふうに思います。 

 再三、町長はできないと言っていますが、私どもが言ってる水道料金の全世帯に及ぶ事業につ

いて、よその市町村はなぜそれを採用するのか。一つの面白いところは水道料金下げる４つだか

の一つの理由に、水道で手を洗うことを奨励せんといけませんからという理由もありました。あ

あ、なるほどと思いました。水を使って手洗ってくださいと。そういうこともあるので、水道料

金を無料にしましたと書いてあったんですよ。なるほどなと思っておりました。 

○議長（秦 伊知郎君） 簡潔によろしくお願いします。 

○議員（13番 真壁 容子君） そういうことも考えてぜひ御検討くださいますよう、よろしく

お願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） ほかに討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第４９号、令和２年度南部町一般会計補正予算（第２号）を採決いたします。 

 議案第４９号は、原案どおり可決することに御異議ありませんか。 
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〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり可決されました。 

─────────────・───・───────────── 

   日程第１７ 議案第５０号 

○議長（秦 伊知郎君） 日程第１７、議案第５０号、専決処分の承認を求めることについてを

議題といたします。 

 町長から提案理由の説明を求めます。 

 副町長、土江一史君。 

○副町長（土江 一史君） 副町長でございます。追加分でお配りした議案書、１ページでござ

います。議案第５０号、専決処分の承認を求めることについて（令和元年度南部町公共下水道

事業特別会計補正予算（第３号））でございます。 

 地方自治法第１７９条第１項の規定により次のとおり専決処分をしたので、同条第３項の規定

により、これを議会に報告して承認を求めるものでございます。 

 次のページ、専決処分書でございます。地方自治法第１７９条第１項の規定により、令和元年

度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号）について、次のとおり専決処分をする。令

和２年３月３１日付でございます。 

 詳細につきましては、担当課長のほうから説明させていただきますので、よろしくお願いいた

します。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。追加分ということで御説明いたします。

議案書の１ページ目をお願いいたします。 

------------------------------------------------------------ 

 議案第５０号 

令和元年度南部町公共下水道事業特別会計補正予算（第３号） 

 令和元年度南部町の公共下水道事業特別会計の補正予算（第３号）は、次に定めるところによ

る。 

 （繰越明許費） 

第１条 地方自治法第２１３条第１項の規定により、翌年度に繰り越して使用する事ができる経

費は、「第１表 繰越明許費」による。 

   令和２年３月３１日            専決  南 部 町 長 陶 山 清 孝 
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------------------------------------------------------------ 

 次の２ページ目をお願いいたします。第１表の繰越明許費です。事業名としましては維持管理

費になりまして、金額３，００１万円を翌年度に繰り越すものでございます。これは委託料の関

係でして、ストックマネジメント実施方針策定業務というのを発注しておりますけども、対象が

公共下水道施設でして、下水道施設の点検を行い、ストックマネジメント、いわゆる修繕計画を

立てていくという業務になります。不具合、問題箇所が予想よりも多くありまして、この修繕検

討に不測の時間を要し、年度内の完了が困難となったものでございます。 

 以上でございます。御審議のほど、よろしくお願いいたします。 

○議長（秦 伊知郎君） 説明を受けました。提案に対して質疑ありませんか。 

 ２番、荊尾芳之君。 

○議員（２番 荊尾 芳之君） ２番、荊尾です。今、建設課長の説明がありましたけども、当

初予算で組んだものですよね。これが全額３，０００万、国庫補助も２分の１ですけれども、

委託料として業者、どの程度いつ発注したか分からんのですが、これだけ見てはちょっと分か

らんのですが、全額繰越ししなければならないのかな。調査をやって年度末に完成をという、

そういう作業はできない状況だったんですか。その辺ちょっと教えてもらえませんか。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。業務委託ということでの契約ですけども、

部分払いということでできたところまでの部分払いをするという約款上の制度はございますが、

委託者のほうからそういった請求は起きてこないということで、業務委託料全額を繰り越すと

いうことでございます。 

 それと、年度末、工期が来まして完了検査を行ったんですけども、若干の手直し事項がありま

して、手直しが軽微なものではございましたが、現場の確認を再度行った上で修繕費の検討をと

いうことだったんですけども、何分こういった公共下水道の施設ということで業務委託を入れて

るコンサルの技術者のほうが県外におるということで、コロナの関係上、県をまたいでの往来に

なるということで、最終的な詰めができないということがございまして、手直し事項もあった関

係上、繰越しをしたということでございます。以上でございます。 

○議長（秦 伊知郎君） ２番、荊尾芳之君。 

○議員（２番 荊尾 芳之君） 分かりました。それは下水道事業のことですかね、県外という

ことになると。ただ、一番最初に総務課長が説明してくれましたが、件数非常に多うございま

す、繰越しになることがですね。やっぱり当然３月補正で、３月議会で予算を組んで繰越しせ
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ざらなければならないものもあるのはよく分かりますが、そこのところはやっぱりこういう事

態が、コロナの事態が発生するとは誰も予測できませんでしたけれども、ある程度、業者のこ

とも思い、まして国庫補助事業ですので、町の支出がなければ補助金も入らないので、町にと

ってどっちが有利なのかというのはちょっとあれですけども、やはりできる限りのところでは、

この全額繰越しというのにはちょっと違和感を覚えるので、やっぱり執行できるような体制を

取ってもらうように今後お願いしたいと思います。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） まず、委託業者の関係ですけども、下水道事業団ではなくて民間

のコンサルでございます。 

 それと、委託契約の関係なんですけども、工事の場合は頻繁に部分払いというのが、完成検査

があって、なるほど数量がございますので、その設計数量に対してできたものということでの出

来方を計算することは可能なんですけども、何分委託業務の関係上になってきますと、主任技術

者が何人役だとかというような歩掛り上の関係上もございまして、出来率をどの程度で部分払い

をするかというのが大変計算上技術的に難しいところがございまして、前払い等を行う業務はご

ざいますけども、途中での部分払いというのは実態としてないということでございます。草刈り

等々はやっておりますけども、こういったコンサルティング業務については、途中まで、どこま

でできた、出来率をどう判断するかということが技術的に難しいということで、全部終わらなけ

れば全額を繰越しをしているということでございますので、そういった御理解でお願いしたいと

思います。 

○議長（秦 伊知郎君） ２番、荊尾芳之君。 

○議員（２番 荊尾 芳之君） ２番、荊尾です。やはり繰越しということを町として、年度会

計なわけですから、繰越し当たり前じゃないという考えをやっぱり持ってもらいたいと思いま

す。課長が言われた理由もよく分かります。ただ、委託業務は工事と違ってできないというこ

とではないと思うし、向こうも請求はなかったから払わなかったということですけども、向こ

うは向こうでそういう指導をしていくのも必要かなと思います。どうでしょうか。 

○議長（秦 伊知郎君） 建設課長、田子勝利君。 

○建設課長（田子 勝利君） 建設課長でございます。必要があって繰越しをするということで、

制度上繰越しをということを利用させていただいております。ですので、発注が時期がどうだ

ったかとか進捗具合はどうだということもありますけども、想定していないことでの繰越しと

いうことですので。ただ、議員さんがおっしゃいますように繰越しありきということでの工事
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なり業務委託ということは課としては行っておりませんけども、そういったことも踏まえて、

こういった議員さんからの御意見も踏まえて、極力年度内での完了するようにもっと努めてい

きたいと思います。 

 入札業務につきましては、役場全体の入札業務は建設課のほうで全部、今行っておりまして、

建設課は率先して年度内に終わるように早期発注ということで努めておりますので、さらに入札

担当課としましてもさらに取組を努めまして、自らの課が繰越しが多くならないようにもっと努

めてまいりたいと、御意見を踏まえた上でもっと取り組んでいきたいというふうに思っておりま

すので、よろしくお願いいたします。（「よろしくお願いします」と呼ぶ者あり） 

○議長（秦 伊知郎君） １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 私は、繰越し明許もそうですけども、どうしてこれが追加議案

になって出てきたんですか。それが不思議です、専決の。その理由言いなった。私、それです。

これは担当課というよりは、今回の議会も局長が回って説明してくださったんですけども、提

出議案というのは１件だよな。あとは全部専決ですよ。もう全くそういう意味では緊急要する

ところで議会を当てにしていないのか、時間がなかったのか。よその議会は臨時議会を開いて、

２回目を開いてるとこもあるわけですよね。そういう中で、忙しいんだろうなと思って理解は

しないといけないなと思ってたんですけども、このやり方、追加議案でぱっと来ました。３月

３１日の追加議案をどうするつもりだったんですかと思っちゃったんですよ。一言言っとかん

といけんわと思うんですけども、専決をやるのに出したらええわで済まんですよ。私は、これ

提案する前に執行部としての姿勢が議会に対して要ると思いますが、どうですか。 

○議長（秦 伊知郎君） 町長、陶山清孝君。 

○町長（陶山 清孝君） 町長でございます。全く申し開きのできない点だと思っています。お

っしゃるとおりでございます。専決を取りまとめてる中で落ちていた事態が発覚したというこ

とで、いろいろ相談しましたけれども、この方法が一番いいだろうということでさせていただ

きました。本来、このようなことがあるはずはありませんし、説明のしようがございません。

まずおわびを申し上げ、今後このようなことがないように十分注意していきたいと思いますの

で、御理解いただきたいと思います。 

○議長（秦 伊知郎君） よろしいですか。 

 １３番、真壁容子君。 

○議員（13番 真壁 容子君） 町長、専決についても、扱いについても十分お考えいただきた

いということを言っておきます。むやみに専決でいいかなということをしないでくださいとい
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うことです。以上です。 

○議長（秦 伊知郎君） 議会からも申入れをしておきますので、よろしくお願いいたします。 

 ほかにございませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 質疑がないので、質疑を終結して、これから討論を行います。 

 原案に賛成のほか討論はありませんか。 

〔「なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） これで討論は終わります。 

 これより、議案第５０号、専決処分の承認を求めることについてを採決いたします。 

 議案第５０号は、原案どおり承認することに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。よって、本案は、原案どおり承認されました。 

─────────────・───・───────────── 

○議長（秦 伊知郎君） 以上をもちまして今期臨時会の会議に付議されました事件は全て議了

いたしました。 

 よって、第４回南部町議会臨時会を閉会いたしたいと思いますが、これに御異議ありませんか。 

〔「異議なし」と呼ぶ者あり〕 

○議長（秦 伊知郎君） 御異議なしと認めます。これをもちまして令和２年第４回南部町議会

臨時会を閉会いたします。長時間御苦労さんでした。 

午後５時４９分閉会 

─────────────────────────────── 


